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第三次川越市総合計画実施計画（平成２０年度～平成２２年度）について 

 
 

１ 総合計画上の位置付け 

  実施計画は、第三次川越市総合計画において、次のとおり位置付けられて

います。 

《計画の構成》 

第
三
次
川
越
市
総
合
計
画

基本構想 

○基本構想は、まちづくりに対する基本的な考

え方を示す「理念」、目指すべき「将来都市

像」、これを実現するための「施策の大綱」

等を定めたものです。 

基本構想 

(平成 18 年度～平成 27 年度) 

基本計画 基本計画 

(前期:平成 18年度～平成 22 年度) ○基本計画は、基本構想に基づき、計画期間内

の基本的な施策を体系的に示したものです。(後期:平成 23年度～平成 27 年度) 

実施計画 実施計画 
○実施計画は、基本計画に位置付けられた各施

策の具体的な実施方法等を定めたものです。
(3 か年計画、毎年度改定) 

 

２ 実施計画の目的 

  第三次川越市総合計画の基本構想の理念及び都市づくりの目標の実現を目

指して、基本計画に位置付けられた各施策の具体的な実施方法等を定める実

施計画を策定します。 
  この計画は、向こう３年間における主要事業の方向性を定めるとともに、

予算編成の指針として、効率的、計画的かつ重点的な施策の推進を図ること

を目的とします。 
 
３ 実施計画の期間 

  この計画の期間は、平成２０年度～平成２２年度の３年間です。 
  なお、実施計画は、３か年の計画期間としていますが、情勢変化等に柔軟

に対応できるよう、毎年度見直しを行うものとします。 
 
４ 実施計画の対象事業 

  この計画の対象とする事業は、第三次川越市総合計画の基本計画に位置付
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けられた下記の事業とします。 
 ⑴ 各施策を具体化するための重要なソフト事業 
 ⑵ 主に投資的経費（＊）を含む事業 
  （＊）投資的経費 

公共施設等の建設工事、公共用地の取得などその支出の効果が資本

の形成に向けられ、将来に残るもののために支出される経費。 
 ⑶ 新規事業 
 
５ 実施計画書 

⑴ 実施計画事業は、第三次川越市総合計画前期基本計画の章別に、各施策

単位に掲載しています。 
⑵ 施策の指標は、第三次川越市総合計画前期基本計画に掲げた目標値等を

掲載しています。 
⑶ 実施計画事業の内容について 
  ① 事業期間欄は、当該事業の始期と終期の年度を表示しています。始期

又は終期が明らかでない場合と、経常的な事業については、実施計画の

期間としています。 
  ② 予算事業は、原則として、実施計画事業と同一の名称及び内容となっ

ています。 
    ただし、事業内容の明確化を図るため、新規事業など、例外的に予算

事業から区分して実施計画事業として掲載している事業があります。 
また、具体的な事業予算を伴わない事業については、予算事業欄は空

欄としています。  
  ③ （参考）の評価対象事務事業は、平成１８年度事務事業評価の対象事

業を記載しています。 
 
６ 留意事項 

この計画書には、事業課で計画している実施計画対象事業を全て掲載して

います。なお、事業費については、今日の厳しい財政状況から結果的に予算

との整合が図れない可能性があること、また、予算に対してより柔軟な対応

が図れるよう記載していません。 
また、事業課名並びに予算事業名及び予算科目については、変更される場 
合があります。 
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共通施策

第１節　協働によるまちづ
ページ

くり

施策１ 協働の推進 市民活動支援課 9

第２章　教育・文化・スポーツ

第１節　活力ある地域を創る生涯学習の推進

施策１ 図書館分館網の整備 中央図書館 37

第３章　都市基盤・生活基盤

第１節　都市の魅力の創出

施策１ 指定道路台帳整備 建築指導課 59

第３節　自然と調和した基盤づくり

施策２ 今福浄水場整備事業 水道施設課 89

第４章　産業・観光

第１節　地域経済の活性化と産業振興

施策４ 旧川越織物市場保存活用 中心市街地活性化推進室 109

施策４ 旧鶴川座保存活用 中心市街地活性化推進室 109

施策５ 川越第二産業団地整備事業 商工振興課 111

第２節　観光による地域振興

施策１ 観光ルネサンス事業補助金 観光課 114

施策１ 川越市観光振興計画の推進 観光課 114

施策１ 旧笠間家住宅復元・活用整備 観光課 115

新　規　事　業（１０事業）
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共 通 施 策  
 

 

 

（基本目標） 

協働によるまちづくりと 

   健全で効率的な行財政運営の推進 

   

 

 

 

 

 

 



 



共通施策

　協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進

第１節　協働によるまちづくり

施策１　市民参加と協働の推進

1 市民参加に関する条例の制定 政策企画課

2 協働の推進 市民活動支援課

第２節　行財政改革の強力な推進

施策１　新たな行財政運営システムの構築

3 総合計画事務 政策企画課

4 行政改革の推進 行政管理課

5 行政評価システムの構築 行政管理課

施策２　効率的な社会資本整備の推進

6 庁舎建設検討 政策企画課

7 社会資本活用整備 管財課

施策３　財源の確保

8 市税等収納事務 収税課

施策４　電子市役所の推進

9 電子市役所の推進 情報統計課

第３節　広域行政の推進

施策１　広域行政の推進

10 川越都市圏まちづくり 政策企画課
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0 － 1 － 1 市民参加と協働の推進

共　通 協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進

第１節 協働によるまちづくり

施策１ 市民参加と協働の推進

○施策の指標

目標値 情報の共有が十分であると考える市民の割合（％）
Ｈ２２年度 40
Ｈ２７年度 50

現状値
情報の共有が十分であると考える市民の割合（％） 30.3
協働により実施した事業数（事業） －

（年度又は年度末の値）

○施策の推進
1 市民参加のしくみづくり
2 情報の共有化
3 行政の透明性の向上
4 協働のしくみづくり

○実施計画事業

事業№ 1 事業課 政策企画課 事業区分 継続

事業名 市民参加に関する条例の制定

予算
事業名 政策調整事務

科目 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費

事業期間 平成２０年度～平成２１年度

事業目標・概要 　市民参加を進めるため、自治基本条例などの条例を制定します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○条例検討会議の開催 ○市民参加に関する条例の制
○素案作成 定・施行
○意見公募手続の実施

（参考）
評価対象
事務事業
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事業№ 2 事業課 市民活動支援課 事業区分 新規

事業名 協働の推進

予算
事業名 協働の推進

科目 款 総務費 項 総務管理費 目 自治振興費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　少子高齢化や地方分権の進展に伴う地域の様々な課題や市民ニーズにきめ細やかに対
応するため、市民が市政に参画しやすいしくみをつくったり、市民と行政との協働によ
る事業を展開することにより活力ある地域社会を構築します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○協働のしくみづくり ○協働事業 ○協働事業
　 ・懇話会の設置 　 ・事業提案制度等の検討及 　 ・事業提案制度等の検討及
　 ・指針の策定   び実施   び実施
　 ・フォーラムの実施
○協働事業の拡大
・モデル事業実施

（参考）
評価対象
事務事業
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0 － 2 － 1 新たな行財政運営システムの構築

共　通 協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進

第２節 行財政改革の強力な推進

施策１ 新たな行財政運営システムの構築

○施策の指標

目標値
総合施策評価（％）

Ｈ２２年度 100
Ｈ２７年度 －

経常収支比率（％）
Ｈ２２年度 81.0以下
Ｈ２７年度 80.0以下

現状値
総合施策評価（％） 0
経常収支比率（％） 83.1(H16)

（年度又は年度末の値）
○施策の推進
1 地方分権の推進
2 将来に向けた中期財政計画の策定
3 成果を重視したマネジメントサイクルの確立
4 民間の経営手法の活用
5 人材育成の推進
6 行政サービスの向上
7 行政改革の推進

○実施計画事業

事業№ 3 事業課 政策企画課 事業区分 継続

事業名 総合計画事務

予算
事業名 総合計画事務

科目 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　第三次川越市総合計画に基づくまちづくりを推進するため、進ちょく状況を定期的に
把握するとともに、平成２３年度以降を計画期間とする第三次川越市総合計画後期基
本計画の策定作業を行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○第三次川越市総合計画進行 ○第三次川越市総合計画進行 ○第三次川越市総合計画進行
管理（施策の進捗状況の公 管理（施策の進捗状況の公 管理（施策の進捗状況の公
表等） 表等） 表等）

○実施計画策定（平成２１年度 ○実施計画策定（平成２２年度 ○実施計画策定（平成２３年度
～２３年度） ～２４年度） ～２５年度）

○後期基本計画基礎調査 ○川越市総合計画審議会の開 ○川越市総合計画審議会の開
　催 　催
○後期基本計画に係る意見公 ○後期基本計画の策定
　募手続（パブリック・コメント手
　続）の実施

（参考）
評価対象
事務事業

総合計画策定

10



事業№ 4 事業課 行政管理課 事業区分 継続

事業名 行政改革の推進

予算
事業名 行政改革の推進

科目 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　社会環境の変化に柔軟に対応できる持続可能な自治体運営を確立するため、「川越市集中改革プラン」
で定めた３つの基本方針（「財政健全化に向けた取組」「新たな行財政運営システムの構築」「協働による
まちづくり」）に基づき行政改革を推進します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○集中改革プランの進行管理、 ○集中改革プランの進行管理 ○（新）集中改革プランの進行
　　見直し ○（新）集中改革プランの検討 管理、見直し

（参考）
評価対象
事務事業

行政改革の推進 民間委託等の推進
定員管理 外郭団体の見直し
組織改正
審議会等事務
行政手続制度の充実

事業№ 5 事業課 行政管理課 事業区分 継続

事業名 行政評価システムの構築

予算
事業名 －

科目 款 － 項 － 目 －

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　効率的な行財政運営を目指すとともに、行政活動の透明性及び市民に対する説明責任（アカ
ウンタビリティ）を確保するため、施策や事務事業の有効性を客観的に評価し、その後の政策立
案に反映させる、本市にふさわしい行政評価システムを構築します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○施策評価と連携した事務事 ○施策評価と連携した事務事 ○施策評価と連携した事務事
　業評価の継続 　業評価の継続 　業評価の継続
○施策評価の継続 ○施策評価の継続 ○施策評価の継続
○外部評価導入の検討 ○外部評価導入の検討（又は ○外部評価導入の検討（又は

導入） 導入）

（参考）
評価対象
事務事業

行政評価システムの構築
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0 － 2 － 2 効率的な社会資本整備の推進

共　通 協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進

第２節 行財政改革の強力な推進

施策２ 効率的な社会資本整備の推進

○施策の指標

現状値 整備更新計画により整備された施設等の数（件） －

（年度又は年度末の値）

○施策の推進
1 社会資本マネジメントの推進
2 庁舎の建設

○実施計画事業

事業№ 6 事業課 政策企画課 事業区分 継続

事業名 庁舎建設検討

予算
事業名 庁舎建設検討

科目 款 総務費 項 総務管理費 目 財産管理費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　現庁舎は狭隘化、老朽化が進行し、耐震性も不足しているため、移転に向け新庁舎
の機能や規模、建設手法について検討を進めます。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○庁舎建設の検討 ○庁舎建設の検討 ○庁舎建設の検討
・川越市庁舎問題検討委員 ・川越市庁舎問題検討委員 ・川越市庁舎問題検討委員
　会による庁内の調査・研究 　会による庁内の調査・研究 　会による庁内の調査・研究

　 ・仮称新庁舎建設検討懇話 　 ・仮称新庁舎建設検討懇話 　 ・仮称新庁舎建設検討懇話
　 　会の開催 　 　会の開催 　 　会の開催
○庁舎建設基金積立 ○庁舎建設基金積立 ○庁舎建設基金積立

（参考）
評価対象
事務事業

庁舎建設基金積立
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事業№ 7 事業課 管財課 事業区分 継続

事業名 社会資本活用整備

予算
事業名 -

科目 款 － 項 － 目 －

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　効率的な社会資本整備を推進するため、社会資本の整備更新の適正化及び公有財
産の有効活用を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○公有財産管理システムの変 ○公有財産管理システムの仮 ○指針に基づく社会資本マネ
　 更 稼動 ジメントの開始
○公有財産の調査、洗い出し ○公有財産有効活用の開始 ○公有財産管理システムの本

稼動による適正なマネジメン
トの開始

（参考）
評価対象
事務事業
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0 － 2 － 3 財源の確保

共　通 協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進

第２節 行財政改革の強力な推進

施策３ 財源の確保

○施策の指標

現状値
市税収入率（％） 89.4(H16)
一般財源総額と標準財政規模の比率 1.25(H16)

（年度又は年度末の値）

○施策の推進
1 積極的な財源の確保
2 収入率の向上対策
3 受益者負担の適正化

○実施計画事業

事業№ 8 事業課 収税課 事業区分 継続

事業名 市税等収納事務

予算
事業名 市税等収納事務

科目 款 総務費 項 徴税費 目 賦課徴収費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　財源の確保と税の公平性を確保するため、納税者の利便性の向上を図るとともに、
収入整理実務の合理化及び滞納整理の適正化を図る。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○市税の口座振替の充実 ○市税の口座振替の充実 ○市税の口座振替の充実
○収入整理事務の合理化 ○収入整理事務の合理化 ○収入整理事務の合理化
○市税コンビニエンス・ストア収納 ○市税コンビニエンス・ストア収納 ○マルチペイメント・ネットワーク
の対象税目拡大の検討及びマ の対象税目拡大の実施及びマ システムの導入の検討
ルチペイメント・ネットワークシス ルチペイメント・ネットワークシス ○収入率向上対策
テムの導入の検討 テムの導入の検討

○収入率向上対策 ○収入率向上対策

（参考）
評価対象
事務事業

市税収入整理事務
市税滞納整理事務
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0 － 2 － 4 電子市役所の推進

共　通 協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進

第２節 行財政改革の強力な推進

施策４ 電子市役所の推進

○施策の指標

目標値
電子的な申請等が可能な手続数（件）

Ｈ２２年度 50
Ｈ２７年度 100

ホームページアクセス件数（万件）
Ｈ２２年度 150
Ｈ２７年度 200

現状値
電子的な申請等が可能な手続数（件） 6(H16)
ホームページアクセス件数（万件） 72(H16)

（年度又は年度末の値）

○施策の推進
1 行政サービスのオンライン化の推進
2 事務の電子化の推進

○実施計画事業

事業№ 9 事業課 情報統計課・各業務主管課 事業区分 継続

事業名 電子市役所の推進

予算
事業名 電子市役所の推進

科目 款 総務費 項 総務管理費 目 一般管理費

事業期間 平成１３年度～平成２２年度

事業目標・概要
　ＩＴを活用して市民サービスの向上と行政の簡素化・効率化の実現を図るため、情報
通信基盤を整備するとともに電子申請、電子入札、施設予約及び地図情報などの各
種情報システムを構築します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○電子申請システムの段階的 ○電子申請システムの段階的 ○電子申請システムの段階的
整備 整備 整備

○統合型地図情報システムの ○統合型地図情報システムの ○統合型地図情報システムの
段階的整備 段階的整備 段階的整備

○文書管理システムの検討 ○文書管理システムの検討 ○文書管理システムの検討
○ＩＴを活用した業務の見直 ○ＩＴを活用した業務の見直 ○ＩＴを活用した業務の見直
し し し

○職員ＩＴ研修の実施 ○職員ＩＴ研修の実施 ○職員ＩＴ研修の実施
○施設予約システムの導入 ○施設予約システムの運用 ○施設予約システムの運用

（参考）
評価対象
事務事業

職員ＩＴ研修 情報格差（デジタルデバイド）対策事業
電子申請システム運営事業 情報通信基盤の整備
公共施設予約システム構築事業 統合型地図情報システム構築事業
ホームページによる情報提供の充実
情報セキュリティ対策事業
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0 － 3 － 1 広域行政の推進

共　通 協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進

第３節 広域行政の推進

施策１ 広域行政の推進

○施策の指標

目標値
川越市民が川越市以外の６市町の施設を利用した人数（人）

Ｈ２２年度 100,000
Ｈ２７年度 120,000

川越市以外の６市町住民が川越市の施設を利用した人数（人）
Ｈ２２年度 40,000
Ｈ２７年度 50,000

現状値
川越市民が川越市以外の６市町の施設を利用した人数（人） 79,962(H16)
川越市以外の６市町住民が川越市の施設を利用した人数（人） 34,909(H16)

（年度又は年度末の値）

○施策の推進
1 関係市町の連携強化
2 広域行政圏計画の推進
3 業務核都市としての機能の推進

○実施計画事業

事業№ 10 事業課 政策企画課 事業区分 継続

事業名 川越都市圏まちづくり

予算
事業名 川越都市圏まちづくり

科目 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　川越都市圏まちづくり協議会を構成する４市３町の交流を推進するとともに、互いに
連携・協力して自立性の高い、暮らしやすい地域となるよう諸施策を推進します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○レインボープランの推進 ○レインボープランの推進 ○レインボープランの推進
○公共施設相互利用の実施 ○公共施設相互利用の実施 ○公共施設相互利用の実施
○レインボー文化講演会の実 ○レインボー文化講演会の実 ○レインボー文化講演会の実
施 施 施

○人事交流の実施 ○人事交流の実施 ○人事交流の実施
○広域観光の推進 ○広域観光の推進 ○広域観光の推進

（参考）
評価対象
事務事業

住民の交流
職員の交流
圏域のＰＲ活動
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第１章  保健・医療・福祉 
 

 

 

（基本目標） 

ともに助け合い、一人ひとりが健康で 

   いきいきと安心して暮らせるまち 

 



 

 



第１章　保健・医療・福祉

　ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち

第１節　だれもが幸せに地域で暮らせるまちづくり

施策１　児童福祉の推進

11 民間保育所補助等 保育課

12 家庭保育室等 保育課

13 保育所建設事業 保育課

14 ひかり児童園整備事業 保育課

15 学童保育室運営管理 教育財務課

施策２　高齢者福祉の推進

16 民間福祉施設補助（高齢者施設） 福祉推進課

17 老人憩いの家整備 高齢者いきがい課

施策３　障害者福祉の推進

18 民間福祉施設補助（障害者施設） 福祉推進課

施策４　地域福祉の推進

19 地域福祉活動助成 福祉推進課

施策５　社会保障の推進

20 介護サービス利用者負担軽減 介護保険課

第２節　生涯を通じた健康づくりと安全なまちづくり

施策１　健康づくりの推進

21 健康増進 総合保健センター

施策２　保健衛生・医療体制の充実

第３節　安心できる生活を支えるしくみづくり

施策１　保健・医療・福祉の連携
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1 － 1 － 1 児童福祉の推進

第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち

第１節 だれもが幸せに地域で暮らせるまちづくり

施策１ 児童福祉の推進

○施策の指標

目標値 保育園待機児童数（人）
Ｈ２２年度 0
Ｈ２７年度 0

現状値 保育園待機児童数（人） 99(H16)
（年度当初の値）

○施策の推進
1 子どもへの支援体制の充実
2 親への支援体制の充実
3 地域の支援体制の充実

○実施計画事業

事業№ 11 事業課 保育課 事業区分 継続

事業名 民間保育所補助等

予算
事業名 民間保育所補助等

科目 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉総務費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　多様な保育ニーズに対応するとともに、児童や保育士等の処遇の改善を図るため、
民間保育所に対し補助を行います。また、保育園の待機児童対策の一環として幼稚園
の預かり保育を実施するための助成を行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○多様な保育ニーズへの対応 ○多様な保育ニーズへの対応 ○多様な保育ニーズへの対応
○児童及び保育士等の処遇改 ○児童及び保育士等の処遇改 ○児童及び保育士等の処遇改
善等に係る補助 善等に係る補助 善等に係る補助

○子育て支援拠点事業・一時 ○子育て支援拠点事業・一時 ○子育て支援拠点事業・一時
保育事業等に係る補助 保育事業等に係る補助 保育事業等に係る補助

○認可保育園建設に係る補助 ○幼稚園が実施する預かり保 ○幼稚園が実施する預かり保
○幼稚園が実施する預かり保 育に係る補助 育に係る補助
育に係る補助 ○病児・病後児保育の実施 ○病児・病後児保育の実施

○病児・病後児保育の実施

（参考）
評価対象
事務事業

民間保育所補助金
幼稚園預り保育
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事業№ 12 事業課 保育課 事業区分 継続

事業名 家庭保育室等

予算
事業名 家庭保育室等

科目 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉総務費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　保護者が安心して就労、療養に専念でき、また、それにより児童福祉の増進が図られ
るよう、保護者の労働又は疾病等の事由により保育に欠ける児童の保育を市指定の
家庭保育室に委託します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○保護者の労働又は疾病等の ○保護者の労働又は疾病等の ○保護者の労働又は疾病等の
事由により保育に欠ける児 事由により保育に欠ける児 事由により保育に欠ける児
童の保育を市指定の家庭保 童の保育を市指定の家庭保 童の保育を市指定の家庭保
育室に委託 育室に委託 育室に委託

○保育料負担額軽減のための ○保育料負担額軽減のための ○保育料負担額軽減のための
助成 助成 助成

（参考）
評価対象
事務事業

家庭保育室等

事業№ 13 事業課 保育課 事業区分 継続

事業名 保育所建設事業

予算
事業名 保育所建設事業

科目 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉施設費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　園児や保育士等の安全性の向上及び処遇改善を図るため、老朽化が進行した保育
園の整備について検討します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○調査研究 ○調査研究 ○調査研究
　

　

（参考）
評価対象
事務事業
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事業№ 14 事業課 保育課 事業区分 継続

事業名 ひかり児童園整備事業

予算
事業名 ひかり児童園運営管理

科目 款 民生費 項 児童福祉費 目 障害児通園合同施設費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　障害のあるこどもとその家族が地域で安心して生活できるよう、建設後２０年以上を
経過し老朽化や狭隘化が進んでいるひかり児童園の整備を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○調査・研究 ○地質調査 ○設計委託
○用地測量

（参考）
評価対象
事務事業

事業№ 15 事業課 教育財務課 事業区分 継続

事業名 学童保育室運営管理

予算
事業名 学童保育室運営管理

科目 款 教育費 項 社会教育費 目 学童保育費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　老朽化が著しい学童保育施設の維持費の軽減及び保育面積の確保、保育の向上を
図るため、学童保育施設の改築等を行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○設計業務委託 ○設計業務委託 ○設計業務委託
高階南学童保育室 高階西学童保育室 武蔵野第２学童保育室

○学童保育室賃借 ○新築工事 ○改築工事
高階南学童保育室 高階西学童保育室

○学童保育室賃借 ○学童保育室賃借

（参考）
評価対象
事務事業

学童保育室運営管理
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1 － 1 － 2 高齢者福祉の推進

第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち

第１節 だれもが幸せに地域で暮らせるまちづくり

施策２ 高齢者福祉の推進

○施策の指標

目標値 自治会老人憩いの家（箇所）
Ｈ２２年度 64
Ｈ２７年度 89

現状値 自治会老人憩いの家（箇所） 40(H16)
（年度又は年度末の値）

○施策の推進
1 生きがい対策の充実
2 介護予防・生活支援の推進
3 包括的地域ケア体制の整備
4 介護サービスの充実
5 居住環境の整備・充実
6 福祉医療サービスの充実

○実施計画事業

事業№ 16 事業課 福祉推進課 事業区分 継続

事業名 民間福祉施設補助（高齢者施設）

予算
事業名 民間福祉施設補助（高齢者施設）

科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 老人福祉費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　川越市高齢者保健福祉計画・第３期川越市介護保険事業計画の施設サービス必要
量（見込み）を確保するため、高齢者福祉施設の建設費等の一部を補助します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○高齢者福祉施設整備費補助 ○高齢者福祉施設整備費補助 ○高齢者福祉施設整備費補助
○補助金相当額を金融機関が ○補助金相当額を金融機関が ○補助金相当額を金融機関が
融資し、事業者の償還元金 融資し、事業者の償還元金 融資し、事業者の償還元金
及び利子を５年間で補助 及び利子を５年間で補助 及び利子を５年間で補助

（参考）
評価対象
事務事業

民間福祉施設補助（高齢者施設）
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事業№ 17 事業課 高齢者いきがい課 事業区分 継続

事業名 老人憩いの家整備

予算
事業名 老人憩いの家整備

科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 老人福祉施設費

事業期間 平成１８年度～平成２７年度

事業目標・概要
　高齢者福祉の増進を図るため、高齢者が地域社会の中で、生きがいのある生活が
送れるよう、ふれあいと交流の拠点である老人憩いの家を整備します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○自治会老人憩いの家新設補 ○自治会老人憩いの家新設補 ○自治会老人憩いの家新設補
助 助 助
野田町１丁目 南古谷団地、今成１丁目、 元町１丁目

○老人憩いの家管理、運営 下広谷南 ○老人憩いの家管理、運営
小ｹ谷、高階北、川越駅東口 ○老人憩いの家管理、運営 小ｹ谷、高階北、川越駅東口

小ｹ谷、高階北、川越駅東口

（参考）
評価対象
事務事業

自治会老人憩いの家整備
老人憩いの家
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1 － 1 － 3 障害者福祉の推進

第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち

第１節 だれもが幸せに地域で暮らせるまちづくり

施策３ 障害者福祉の推進

○施策の指標

目標値 障害者施策の満足度（％）
Ｈ２２年度 35
Ｈ２７年度 40

現状値 障害者施策の満足度（％） 30.1(H17)

（年度又は年度末の値）

○施策の推進
1 保健・医療のサービスの充実
2 生涯学習の充実
3 雇用・就労の促進
4 社会参加の拡充
5 福祉サービスの充実
6 障害及び障害のある人を理解するための施策の推進

○実施計画事業

事業№ 18 事業課 福祉推進課 事業区分 継続

事業名 民間福祉施設補助（障害者施設）

予算
事業名 民間福祉施設補助（障害者施設）

科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 障害者福祉費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　川越市障害福祉計画の整備目標を達成させるため、障害者施設の整備費等の一部
を補助します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○補助金相当額を金融機関が ○補助金相当額を金融機関が ○補助金相当額を金融機関が
融資し、事業者の償還元金 融資し、事業者の償還元金 融資し、事業者の償還元金
及び利子を５年間で補助 及び利子を５年間で補助 及び利子を５年間で補助

（参考）
評価対象
事務事業

民間福祉施設補助（障害者施設）
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1 － 1 － 4 地域福祉の推進

第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち

第１節 だれもが幸せに地域で暮らせるまちづくり

施策４ 地域福祉の推進

○施策の推進
1 地域における福祉サービスの適切な利用の促進
2 社会福祉事業への支援
3 市民参加の促進
4 社会福祉協議会の基盤の整備強化

○実施計画事業

事業№ 19 事業課 福祉推進課 事業区分 継続

事業名 地域福祉活動助成

予算
事業名 地域福祉の推進

科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 社会福祉総務費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　地域福祉の推進を図るため、地域住民の参画による地域福祉活動に対して補助金
を交付して活動を支援します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○地域福祉活動助成 ○地域福祉活動助成 ○地域福祉活動助成

（参考）
評価対象
事務事業
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1 － 1 － 5 社会保障の推進

第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち

第１節 だれもが幸せに地域で暮らせるまちづくり

施策５ 社会保障の推進

○施策の指標

現状値
国民健康保険被保険者数（人） 115,822(H16)
介護保険要介護認定者数（人） 　　6,876(H16)
生活保護被保護世帯数（世帯） 　　1,780(H16)

（年度又は年度末の値）

○施策の推進
1 国民健康保険制度の健全な運営
2 老人保健制度の適正な運用
3 国民年金制度の啓発
4 介護保険制度の健全な運営
5 生活保護制度の適正な運用

○実施計画事業

事業№ 20 事業課 介護保険課 事業区分 継続

事業名 介護サービス利用者負担軽減

予算
事業名 介護サービス利用者負担軽減

科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 老人福祉費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　介護サービスの利用抑制を未然に防ぐとともに要介護者等が安心してサービスを利
用できるよう、低所得者の利用者負担額を軽減します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○介護サービス利用者負担額 ○介護サービス利用者負担額 ○介護サービス利用者負担額
支給事業の実施 支給事業の実施 支給事業の実施

○訪問介護等利用者負担額減 ○訪問介護等利用者負担額減 ○訪問介護等利用者負担額減
額事業の実施（経過措置対 額事業の実施（制度移行措 額事業の実施（制度移行措
象者については平成２０年 置対象者のみ実施） 置対象者のみ実施）
７月以降減額なし）

（参考）
評価対象
事務事業

介護サービス利用者負担額支給
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1 － 2 － 1 健康づくりの推進

第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち

第２節 生涯を通じた健康づくりと安全なまちづくり

施策１ 健康づくりの推進

○施策の指標

目標値 運動習慣者の割合（％）
Ｈ２１年度 31.0
Ｈ２７年度 33.0

現状値 運動習慣者の割合（％） 28.0(H16)
（年度又は年度末の値）

○施策の推進
1 母子保健の充実
2 成人保健の充実
3 健康の増進

○実施計画事業

事業№ 21 事業課 総合保健センター 事業区分 継続

事業名 健康増進

予算
事業名 健康増進

科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 成人保健指導費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　市民の健康づくりを推進するため、「健康日本２１・川越市計画　川越みんなの健康
プラン」に基づき、地域住民や各種健康づくりに関連する団体との連携を図りながら、
市民が主体的に取り組める健康づくりを総合的に推進します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○健康づくり支援基盤整備の ○健康づくり支援基盤整備の ○健康づくり支援基盤整備の
充実・強化 充実・強化 充実・強化

○各種健康づくり団体の育成・ ○各種健康づくり団体の育成・ ○各種健康づくり団体の育成・
　 支援と連携による健康づくり 　 支援と連携による健康づくり 　 支援と連携による健康づくり
の充実 の充実 の充実

　 　 　

（参考）
評価対象
事務事業

運動指導事業
健康づくり啓発事業
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第２章  教育・文化・スポーツ 
 

 

 

（基本目標） 

学びと交流を深め、 

   豊かな心と文化をはぐくむまち 



 

 



22 市立大学設置準備 大学設置準備室

23 生涯学習センター建設推進 生涯学習課

24 仮称西公民館建設推進 生涯学習課

25 仮称霞ケ関西公民館建設推進 生涯学習課

26 仮称名細地区統合公民館建設 生涯学習課

27 公民館施設整備 中央公民館

28 資料不正持出し防止装置設置 中央図書館

29 図書館分館網の整備 中央図書館

30 博物館等運営管理 博物館

31 本丸御殿保存整備 博物館

32 市民講座の推進 中央公民館

33 少人数学級のための臨時講師配置 学校管理課

34 スクールボランチ作戦 教育指導課

35 英語指導助手派遣事業 教育研究所

36 小学校情報教育推進 教育研究所

37 中学校情報教育推進 教育研究所

38 小学校耐震化推進 教育財務課

39 中学校耐震化推進 教育財務課

40 学校給食センター施設整備 学校給食課

41 文化施設整備 市民活動支援課

42 伝建地区保存整備 都市景観課

43 河越館跡整備 文化財保護課

44 川越城中ノ門堀跡整備 文化財保護課

45 国際化施策の推進 国際交流課

第２章　教育・文化・スポーツ

　学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち

第１節　活力ある地域を創る生涯学習の推進

施策１　生涯学習環境の整備・充実

施策２　生涯にわたる学習活動の推進

第２節　個性を生かす学校教育の推進

施策１　豊かな人間性をはぐくむ教育の推進

施策２　教育環境の整備・充実

施策１　多文化共生と国際交流・協力の推進

第３節　歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

施策１　芸術文化活動の充実

施策２　文化財の保存・活用

第４節　多文化共生と国際交流・協力の推進
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46 国際交流センター運営管理 国際交流課

47 生涯スポーツの充実 市民スポーツ課

48 体育施設の整備・充実 市民スポーツ課

49 全国高校総体の開催 市民スポーツ課

第５節　生涯スポーツの推進

施策１　生涯スポーツの推進
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○基本構想策定委員会開催 ○市立大学基本構想の策定 ○市立大学基本計画の策定
○川越シティカレッジ講座を実 ○川越シティカレッジ講座を実 ○川越シティカレッジ講座を実
施 施 施

　
　

5

生涯学習推進体制の確立1
2
3
4
地域に根ざした高等教育機関（市立大学）の設置

身近な学習施設の整備・充実
図書館サービス網の整備・充実
博物館の整備・充実

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

180
200

現状値

2 1 1

目標値

第２章

第１節

施策１

学習施設利用者数（万人）

生涯学習環境の整備・充実

学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち

活力ある地域を創る生涯学習の推進

生涯学習環境の整備・充実

 
年
度
別
事
業
内
容

平成１１年度～平成２４年度

市立大学設置準備

予算
事業名

科目 款

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

事業№ 22

事業名

大学設置準備室 事業区分 継続

企画費

　知識基盤社会が到来する中、市民の高度で体系的な学習意欲に対応するため、近
隣大学との提携を基軸に、地域に根ざした高等教育機関（市立大学）の設立を図りま
す。

事業期間

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

市立大学準備事業
川越シティカレッジ講座開催事業

（参考）
評価対象
事務事業

項 総務管理費 目

事業課

市立大学設置準備

総務費

（年度又は年度末の値）

学習施設利用者数（万人） 143(H16)
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○生涯学習センター設置に向 ○生涯学習センター設置に向 ○生涯学習センター設置に向
けた調査・研究 けた調査・研究 けた調査・研究

○調査研究 ○検討懇話会の開催 ○建設検討懇話会の開催
○調査委託

事業№ 23 事業課 生涯学習課

事業名 生涯学習センター建設推進

予算
事業名 生涯学習センター建設推進

社会教育費科目 款 教育費 項

事業区分 継続

事業名

（参考）
評価対象
事務事業

生涯学習センター建設推進

事業区分 継続

社会教育費 目

仮称西公民館建設推進

事業№ 24 事業課 生涯学習課

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

社会教育総務費目

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成１１年度～

事業目標・概要
　市民の多様な学習要求に応えるため、学習機会の提供、学習情報の提供、指導者ボ
ランティアの養成、高等教育機関との連携、広域圏での学習情報ネットワークの構築な
ど、生涯学習を支援していく中心施設として生涯学習センターを設置します。

予算
事業名 仮称西公民館建設推進

科目 款 教育費 項 公民館費

事業期間 平成１０年度～

事業目標・概要
　中学校区と行政区を勘案して、野田中学校区に身近な学習施設としての公民館を設
置し、学習機会の提供や自主的学習の積極的な支援を行います。

（参考）
評価対象
事務事業

34



○検討懇話会の開催 ○建設検討懇話会の開催 ○設計委託
○調査委託

○建設工事 ○建設工事
○周辺道路整備工事
○下広谷南公民館解体工事
○備品購入
○竣工式

予算
事業名 仮称霞ケ関西公民館建設推進

科目 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費

事業№

事業名

（参考）
評価対象
事務事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度）

仮称名細地区統合公民館建設

仮称名細地区総合公民館建設費

事業期間 平成１０年度～平成２１年度

事業目標・概要
　下広谷南公民館の老朽化に伴う改築にあわせて、名細公民館との統合公民館として
建設します。

事業区分 継続

事業名 仮称霞ケ関西公民館建設推進

事業№ 25 事業課 生涯学習課

事業期間 平成１０年度～

事業目標・概要
　中学校区と行政区を勘案して、霞ケ関西中学校区に身近な学習施設としての公民館
を設置し、学習機会の提供や自主的学習の積極的な支援を行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

26 事業課 生涯学習課 事業区分 継続

仮称名細地区統合公民館建設

予算
事業名

科目 款 教育費 項 社会教育費 目

２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

仮称名細地区統合公民館建設推進

（参考）
評価対象
事務事業
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○耐震補強事業 ○大規模改修事業 ○大規模改修事業
○大規模改修事業 ○既存の施設設備の補修・整 ○既存の施設設備の補修・整
○既存の施設設備の補修・整 備 備
備

○既存資料にICタグを貼付 ○既存資料にICタグを貼付
約１０万冊 約１３万冊

○１階フロアにICゲートを設置

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成１９年度～平成２１年度

事業目標・概要
　市民の共有財産である図書館資料を適正に保存し、利用に供するため、未設置の中
央図書館１階フロア及び書庫内資料にICタグを貼付するとともに、玄関付近にICゲート
を設置します。また、貸出・返却、蔵書点検等にＩＣシステムを導入します。

予算
事業名 中央図書館運営管理

科目 款 教育費 項 社会教育費 目 図書館費

事業区分 継続

事業名 資料不正持出し防止装置設置

事業№ 28 事業課 中央図書館

項 社会教育費 目 公民館費

事業区分 継続

事業名 公民館施設整備

事業№ 27 事業課 中央公民館

予算
事業名 公民館施設整備

科目 款 教育費

既存公民館の整備・充実

（参考）
評価対象
事務事業

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　市民の生涯学習を推進するため、公民館を整備・充実し、自主的学習を積極的に支
援します。また、公民館の地域防災拠点施設としての機能を高めるよう、耐震補強工事
を進めるとともに、老朽化した施設・設備を計画的に改修します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）
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○調査研究 ○調査研究 ○調査研究

　

○博物館空調設備取替工事 ○蔵造り資料館修理 ○蔵造り資料館修理
 ・二番蔵、三番蔵修繕 ・店蔵修繕

   

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　博物館施設等の整備・充実を図り、快適な生涯学習の場を広く提供するため、適切な
運営管理を目指します。また、老朽化が進行している市指定文化財の蔵造り資料館は
修理等を実施し、文化財としての保全を図ります。

予算
事業名 博物館等運営管理

科目 款 教育費 項 社会教育費 目 博物館管理費

事業区分 継続

事業名 博物館等運営管理

事業№ 30 事業課 博物館

事業区分 新規

事業名 図書館分館網の整備

事業№ 29 事業課 中央図書館

科目 款 － 項

３年次（平成２２年度）

－

－ 目 －

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　市民が身近な場所で図書館サービスを受けることができるよう、東西南北及び駅周辺
の分館設置を推進します。

予算
事業名

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

博物館等運営管理事務
本丸御殿・蔵造り資料館修理事業
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○本丸御殿保存整備 ○本丸御殿保存整備 ○本丸御殿保存整備
 ・修理工事、監理、植木移植  ・修理工事、監理  ・修理工事、監理、植木移植
　   　

事業区分 継続

事業名 本丸御殿保存整備

事業№ 31 事業課 博物館

予算
事業名 本丸御殿保存整備

科目 款 教育費 項 社会教育費 目 博物館管理費

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　経年劣化により雨漏り、床柱の腐朽が進行している埼玉県指定文化財の川越城本丸
御殿を修理し、文化財の保全を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

本丸御殿・蔵造り資料館修理事業
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○市民講座講座主宰者の募集 ○市民講座講座主宰者の募集 ○市民講座講座主宰者の募集
○市民講座参加者の募集と開 ○市民講座参加者の募集と開 ○市民講座参加者の募集と開
催 催 催

生涯学習事業参加者数（人）

第２章 学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち

第１節 活力ある地域を創る生涯学習の推進

施策２ 生涯にわたる学習活動の推進

Ｈ２２年度
135,000

2 1 2 生涯にわたる学習活動の推進

生涯学習事業参加者数（人）

2 社会の変化に応じた学習機会の提供

目標値

現状値 112,310(H16)

1 多様な学習機会の創設

130,000
Ｈ２７年度

3 地域の教育力の向上

事業名 市民講座の推進

事業№ 32 事業課 中央公民館 事業区分 継続

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

予算
事業名 市民講座の推進

科目 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費

（年度又は年度末の値）

（参考）
評価対象
事務事業

事業目標・概要
　市民の生涯学習や市民活動を推進するため、市民による市民のための多様な学習
機会を創設し、提供します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○臨時講師の配置 ○臨時講師の配置 ○臨時講師の配置

27
Ｈ２７年度 27

小学校コンピュータ室の１学級当たりの年間活用回数（回）

30
中学校コンピュータ室の１学級当たりの年間活用回数（回）

Ｈ２２年度

2 2 1 豊かな人間性をはぐくむ教育の推進

第２章 学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち

第２節

小学校コンピュータ室の１学級当たりの年間活用回数（回）
Ｈ２２年度

個性を生かす学校教育の推進

施策１ 豊かな人間性をはぐくむ教育の推進

目標値

中学校英語授業１学級当たりの年間英語指導助手
（ＡＥＴ）参加率（％）

Ｈ２２年度 47.3
Ｈ２７年度 47.3

1 個に応じた教育の推進
2 生徒指導・進路指導の充実

現状値

中学校英語授業１学級当たりの年間英語指導助手
（ＡＥＴ）参加率（％）

32.7(H16)

30
Ｈ２７年度

中学校コンピュータ室の１学級当たりの年間活用回数（回）
22.3(H16)
26.3(H16)

3 地域に開かれた特色ある学校づくりの推進
4 教職員の資質向上
5 特別支援教育の充実

7 小・中学校情報教育の推進
6 英語教育・国際理解教育の推進

事務局費目

少人数学級のための臨時講師配置

事業名

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　１学級あたりの児童生徒数が多い学校において、きめ細やかな指導の充実を図るた
め、臨時講師を配置し少人数学級を実施します。

３年次（平成２２年度）
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

少人数学級のための臨時講師配置事業

事業№ 33 事業課 学校管理課 事業区分 継続

少人数学級のための臨時講師配置

予算
事業名

科目 款 教育費 項 教育総務費

（年度又は年度末の値）
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○スクールボランチを市内小・ ○スクールボランチを市内小・ ○スクールボランチを市内小・
中学校に配置 中学校に配置 中学校に配置
（年間１３０日程度、２０名配 （年間１５０日程度、５５名配 （年間１５０日程度、５５名配
置） 置） 置）

　

○４月から２名増で２３名雇用 ○２３名継続雇用 ○２３名継続雇用
（中学校、市立高校各１名） ○市立小・中・養護学校・高 ○市立小・中・養護学校・高

○市立小・中・養護学校・高 校訪問指導 校訪問指導
校訪問指導 ○英語教育研修会等での指導 ○英語教育研修会等での指導

○英語教育研修会等での指導 ○ＬＬ教材作成支援 ○ＬＬ教材作成支援
○ＬＬ教材作成支援 ○英語指導事例集作成支援 ○英語指導事例集作成支援
○英語指導事例集作成支援
　

予算
事業名 生徒指導の充実・強化

科目 款 教育費 項 教育総務費 目 事務局費

事業（スクールボランチ作戦）
川越市小・中学校児童生徒健全育成

事業区分 継続

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業№ 35 事業課 教育研究所

事業目標・概要

事業名 英語指導助手派遣事業

教育総務費 目 事務局費

　国際化の進展に対応し、英語教育、国際理解教育の充実発展を図るため、英語指導
助手を計画的に雇用し、英語指導を行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度）

事業区分 継続

事業名 スクールボランチ作戦

事業№ 34 事業課 教育指導課

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　学級がうまく機能しない状況や非行・問題行動、不登校など児童・生徒指導上の諸課題への
対応と、きめ細かな指導・支援を行うため、市内小・中学校にスクールボランチ（生徒指導推進
員）を配置し、児童生徒に対し適切な援助を行います。

年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

予算
事業名 英語指導助手派遣事業

科目 款 教育費 項

２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

英語指導助手派遣事業
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○コンピュータの更新及び増設 ○コンピュータの更新及び増設 ○コンピュータの更新及び増設
○校内ＬＡＮの敷設 ○校内ＬＡＮの敷設 ○校内ＬＡＮの敷設
○校務用・事務用コンピュータ ○校務用・事務用コンピュータ ○校務用・事務用コンピュータ
の更新及び増設 の更新及び増設 の更新及び増設

○コンピュータの更新 ○コンピュータの更新 ○コンピュータの更新
○校内ＬＡＮの敷設 ○校内ＬＡＮの敷設 ○校内ＬＡＮの敷設
○校務用・事務用コンピュータ ○校務用・事務用コンピュータ ○校務用・事務用コンピュータ
の更新及び増設 の更新及び増設 の更新及び増設

予算
事業名 小学校情報教育推進

科目 款 教育費 項 小学校費 目 学校管理費

（参考）
評価対象
事務事業

小学校情報教育推進

教育研究所 事業区分 継続事業課

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　情報教育の推進を図るため、情報化の進展に対応して、情報機器の導入及び情報
ネットワークの整備を行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業名 小学校情報教育推進

事業№ 36

事業区分 継続

事業名 中学校情報教育推進

事業№ 37 事業課 教育研究所

予算
事業名 中学校情報教育推進

科目 款 教育費 項 中学校費 目 学校管理費

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　情報教育の推進を図るため、情報化の進展に対応して、情報機器の導入及び情報
ネットワークの整備を行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

中学校情報教育推進
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○耐震補強工事（校舎）　　２校 ○耐震補強工事（校舎）　　６校 ○耐震補強工事（校舎）　　４校
○耐震補強設計（校舎）　　８校 ○耐震補強設計（校舎）　　８校 ○耐震補強設計（校舎）　　３校
○耐震診断（体育館）　　 １５校 ○耐震補強設計（体育館） ○耐震補強工事（体育館） ４校
　 　　　　　　　　　               １５校

Ｈ２７年度

小学校大規模改造工事事業

３年次（平成２２年度）

耐震補強工事の進ちょく率（％）

中学校図書館図書標準の達成率（％）

教育財務課

学校建設費

平成２０年度～平成２７年度

小学校耐震化推進

小学校耐震化推進

目

事業名

市立高等学校の将来構想の推進

事業期間

事業№ 38 事業課

教育費 項款

事業区分

 
年
度
別
事
業
内
容

予算
事業名

科目

事業目標・概要

継続

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

43.2
54.7
66
75

63.6(H16)

Ｈ２２年度
小・中学校図書館図書標準の達成率（％）

小学校図書館図書標準の達成率（％） 53.9(H16)

学校図書館の充実

現状値
31.1(H16)

1
2
3

2 2

第２章

目標値

学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち

個性を生かす学校教育の推進

教育環境の整備・充実

第２節

施策２

耐震補強工事の進ちょく率（％）

教育環境の整備・充実

教育センターの設置推進

小学校費

　市立小学校の校舎及び体育館については、震災に対する安全性の確保を図るた
め、耐震診断、耐震補強工事等の耐震対策を計画的に行います。

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

2

4
5
6

学校施設の整備・充実
小・中学校の適正配置と通学区域の弾力化

学校給食の充実

（年度又は年度末の値）
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○耐震補強工事（校舎）　　３校 ○耐震補強設計（校舎）　　１校 ○耐震補強設計（校舎）　　４校
○耐震診断（体育館）　　 １０校 ○耐震補強工事（体育館） １校 ○耐震補強工事（体育館） ４校
○耐震補強設計（体育館） １校 ○耐震補強設計（体育館）

  １０校 　　

○今成学校給食センター ○今成学校給食センター ○今成学校給食センター
・検収室改修工事 ・熱風発生装置蒸気コイル ・洗浄室空調設備改修工事
・連続揚物機改修工事 　交換工事 ○藤間学校給食センター
・コンテナ洗浄機取替及び蒸 ・事務室等空調設備改修工事 ・建替え実施設計
  気配管改修工事 ・大型蒸し物機改修及び換

○牛乳保冷庫取替（１３校）   気設備工事
・連続焼物機改修工事

○吉田学校給食センター
・食缶洗浄機取替工事

○藤間センター建替え基本設計

39 継続

目 学校建設費

中学校大規模改造工事事業

事業№

事業名

40 事業課

学校給食センター施設整備

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　衛生管理の徹底を図るため、施設の改善と経年による諸設備の更新等を実施しま
す。

事業名 中学校耐震化推進

事業課 教育財務課 事業区分事業№

予算
事業名 中学校耐震化推進

科目 款 教育費 項 中学校費

（参考）
評価対象
事務事業

事業期間 平成２０年度～平成２７年度

事業目標・概要
　市立中学校の校舎及び体育館については、震災に対する安全性の確保を図るた
め、耐震診断、耐震補強工事等の耐震対策を計画的に行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

予算
事業名

科目 款

学校給食センター施設整備

学校給食センター管理費

（参考）
評価対象
事務事業

学校給食センター施設整備

教育費 項 保健体育費 目

３年次（平成２２年度）

学校給食課 事業区分 継続
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○市民会館改修工事 ○西文化会館改修工事 ○やまぶき会館改修工事
○やまぶき会館改修工事 ○南文化会館改修工事 　　
○西文化会館改修工事 　　
○南文化会館改修工事

芸術文化活動の充実

姉妹都市、友好都市等との交流

1
2
3
4
5
6

市民文化に関する情報提供

550,239(H16)

事業区分 継続

2 3 1

目標値

第２章

第３節

施策１

文化施設の利用者数(人）

学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち

歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

芸術文化活動の充実

Ｈ２２年度 600,000

（参考）
評価対象
事務事業

文化施設整備

　地域文化の振興並びに市民の利用やニーズに対応するため、老朽化した施設を改
修します。

事業期間

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

科目 款

芸術文化活動への支援の充実
芸術文化の鑑賞機会の充実

現状値

活動拠点の整備・充実

文化施設の利用者数(人）

（年度又は年度末の値）

事業名

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

文化施設の利用促進

事業№ 41 事業課 市民活動支援課

予算
事業名

1,000,000Ｈ２７年度

平成２０年度～平成２２年度

文化施設整備

総務費 項 総務管理費 目 文化施設管理費

文化施設の整備
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○保存地区保存審議会 ○保存地区保存審議会 ○保存地区保存審議会
○伝統的建造物等家屋整備 ○伝統的建造物等家屋整備 ○伝統的建造物等家屋整備
○伝統的建造物保存対策調査 ○伝統的建造物保存対策調査 ○伝統的建造物保存対策調査
○建築基準法制限緩和 ○旧山吉土蔵復元工事 ○旧山吉土蔵復元工事
 策定業務

事業区分 継続

伝建地区保存整備

土木費 項 都市計画費 目 都市景観費

事業名

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容

平成１１年度～

伝建地区保存整備

　重要伝統的建造物群保存地区である蔵造りの町並みの整備と保存を図るため、伝
統的建造物の修理や復元工事など必要な事業を地区住民並びに関係者と協働して行
い、北部市街地の「歴史を生かした活性化」を図ります。

予算

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

河越館跡地の活用

Ｈ２７年度
伝統的建造物の修理件数累計（件）
河越館跡の史跡公園整備率（％）

民俗文化財の保存と後継者の育成
文化財の活用と保護意識の啓発

75

　0(H16)

2

目標値

第２章

第３節

施策２

伝統的建造物の修理件数累計（件）

河越館跡の史跡公園整備率（％）

文化財の保存・活用

学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち

文化財の保存・活用

歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

3
4

2 3

重要伝統的建造物群保存地区の保存整備事業の充実

現状値

35
55

17(H16)

35

事業№ 42 事業課 都市景観課

1
2

Ｈ２２年度

事業期間

事業名

科目 款

（参考）
評価対象
事務事業

（年度又は年度末の値）

伝建地区保存整備
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○整備工事 ○整備工事 ○発掘調査
○発掘調査 ○開園（第１期整備）

○発掘調査
○史跡整備報告書作成

○基本設計、実施設計 ○整備工事 ○開園
○土地購入 ○整備報告書作成

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成１９年度～平成２１年度

事業目標・概要
　川越城に唯一残る堀跡を郷土学習の場、観光の拠点、地域住民の憩いの場として
有効活用するため、公有地化のうえ工事を実施し、史跡公園として整備します。

予算
事業名 川越城中ノ門堀跡整備

科目 款 教育費 項 社会教育費 目 文化財保護費

事業区分 継続

事業名 川越城中ノ門堀跡整備

事業№ 44 事業課 文化財保護課

事業名 河越館跡整備

事業区分 継続事業№ 43

河越館跡整備

事業期間 昭和６２年度～平成３３年度

事業目標・概要
　国指定史跡「河越館跡」を郷土学習の場、市民の憩いの場として有効活用するた
め、史跡公園として整備します。

予算
事業名 河越館跡整備

科目 款 教育費 文化財保護費項 社会教育費 目

２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度）

事業課 文化財保護課
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○外国籍市民会議の開催 ○外国籍市民会議の開催 ○外国籍市民会議の開催
○外国籍市民生活ガイドブッ ○外国籍市民生活ガイドブッ ○外国籍市民生活ガイドブッ
ク（４か国語）の配布 ク（４か国語）の配布 ク（４か国語）の配布

○国際交流センターホームペ ○国際交流センターホームペ ○国際交流センターホームペ
ージ（４か国語）による情 ージ（４か国語）による情 ージ（４か国語）による情
報提供 報提供 報提供

○外国籍市民国際人材ネット ○外国籍市民国際人材ネット ○外国籍市民国際人材ネット
の実施 の実施 の実施

○国際貢献事業補助金交付 ○国際貢献事業補助金交付 ○国際貢献事業補助金交付

多文化共生と国際交流・協力の推進

5

国際交流センターの充実1
2
3
4

Ｈ２７年度

国際感覚に優れた地球市民の育成

2 4 1

目標値

第２章

第４節

施策１

学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち

多文化共生と国際交流・協力の推進

多文化共生と国際交流・協力の推進

Ｈ２２年度

（参考）
評価対象
事務事業

国際化施策の推進

　地域に暮らす外国籍市民を含むすべての市民が相互に理解し尊重し合う多文化共
生社会を創出するため、情報提供及び団体への支援等を行います。

事業期間

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容

第二次国際化基本計画策定

国際交流センター利用者数（人）

姉妹都市（海外）間の交流数（件）

事業区分

Ｈ２７年度

姉妹都市交流の更なる充実

国際交流センター利用者数（人）

姉妹都市（海外）間の交流数（件）

外国籍市民も暮らしやすいまちづくり
行政の国際化

現状値

平成２０年度～平成２２年度

科目 款 総務費 項

100
120

82(H16)

10
14

　6(H16)

Ｈ２２年度

総務管理費 目 企画費

（年度又は年度末の値）

外国籍市民会議
多言語による情報提供

継続

国際化施策の推進

予算
事業名

事業名

事業№ 45 事業課 国際交流課

国際貢献事業補助金交付

外国籍市民国際人材ネット
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○外国籍市民のための日本語 ○外国籍市民のための日本語 ○外国籍市民のための日本語
教室の開設 教室の開設 教室の開設

○外国籍市民相談の実施 ○外国籍市民相談の実施 ○外国籍市民相談の実施
○「日本語指導員養成講座」、「国 ○「日本語指導員養成講座」、「国 ○「日本語指導員養成講座」、「国
際ボランティアリーダー養成 際ボランティアリーダー養成 際ボランティアリーダー養成

　講座」の開催 　講座」の開催 講座」の開催

○「日本語ボランティア」と「 ○「日本語ボランティア」と「 ○「日本語ボランティア」と「
　通訳及び翻訳ボランティア」 　通訳及び翻訳ボランティア」 通訳及び翻訳ボランティア」
の活動支援 の活動支援 の活動支援

事業目標・概要
　地域の国際化を推進するため、市民の国際化の拠点施設である国際交流センター
の充実を図ります。

人材育成講座

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

企画費目

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業名 国際交流センター運営管理

予算
事業名 国際交流センター運営管理

科目 款 総務費 項 総務管理費

事業№ 46 事業課 国際交流課 事業区分 継続

日本語教室
外国籍市民相談
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○総合型地域スポーツクラブ ○総合型地域スポーツクラブ ○総合型地域スポーツクラブ
の設立準備 の設立準備 の設立

○武道指導（剣道、弓道）の実 ○武道指導（剣道、弓道）の実 ○武道指導（剣道、弓道）の実
　 施、水泳指導の実施 　 施、水泳指導の実施 　 施、水泳指導の実施
○全国大会、県民体育大会、 ○全国大会、県民体育大会、 ○全国大会、県民体育大会、
棚倉町剣道大会出場選手に 棚倉町剣道大会出場選手に 棚倉町剣道大会出場選手に
対する補助 対する補助 対する補助

○市民ラジオ体操会への支援 ○市民ラジオ体操会への支援 ○市民ラジオ体操会への支援

総合型地域スポーツクラブの設置・育成
スポーツ指導委託

3
5

　　　1(H16)

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

スポーツ施設等の整備・充実

事業№

事業名

平成２０年度～平成２２年度

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

目 保健体育総務費項 保健体育費款

スポーツ実施率（％）
総合型地域スポーツクラブの設置数（件）

スポーツ大会・教室等の充実
スポーツ指導者等の養成・活用

現状値

総合型地域スポーツクラブの設置・育成1

（年度又は年度末の値）

第２章

第５節

施策１

スポーツ実施率（％）

学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち

生涯スポーツの推進

生涯スポーツの推進

Ｈ２２年度 57
Ｈ２７年度

総合型地域スポーツクラブの設置数（件）

生涯スポーツの推進

2
3

60

55.9(H17)

2 5 1

目標値

4

47 事業課 市民スポーツ課

生涯スポーツの充実

　スポーツを通じて市民の心身の健康の保持・増進を図れるような生涯スポーツ社会
を実現するため、総合型地域スポーツクラブの設置・育成をはじめ、生涯スポーツ推進
のための諸事業を推進します。

予算
事業名

科目

事業区分

スポーツ振興補助

継続

生涯スポーツの充実

教育費

（参考）
評価対象
事務事業

事業期間

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容
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○川越武道館耐震調査 ○川越武道館耐震設計 ○川越武道館耐震工事
○総合体育館メインアリーナ ○川越運動公園テニスコート ○川越運動公園テニスコート
床修繕 人工芝張替工事 人工芝張替工事

○総合体育館メインアリーナ ○川越運動公園テニスコート ○市民体育館代替施設建設工
スピーカー修繕 照明灯増設工事 事

○川越運動公園テニスコート ○陸上競技場メインスタンド改
人工芝張替工事 修工事

○市民体育館代替施設に係る ○市民体育館代替施設基本計
調査・研究 画・実施設計等

○全国高校総体の開催 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

全国高校総体の開催

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成１９年度～平成２０年度

事業目標・概要
平成２０年度全国高等学校総合体育大会（本市開催競技：弓道、女子バレーボール）
を開催します。

予算
事業名 全国高校総体の開催

科目 款 教育費 項 保健体育費 目 保健体育総務費

事業区分 継続

事業名 全国高校総体の開催

事業№ 49 事業課 市民スポーツ課

項 保健体育費 目

体育施設の整備・充実

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　市民のスポーツ施設利用ニーズに対応するため、スポーツ施設の整備、改善を行い
ます。

款 教育費 保健体育施設費

体育施設の整備・充実

（参考）
評価対象
事務事業

体育施設の整備・充実

予算
事業名

事業名

科目

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業区分 継続事業№ 48 事業課 市民スポーツ課
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第３章  都市基盤・生活基盤 
 

 

 

（基本目標） 

人と環境にやさしい、 

   快適な基盤を備えた魅力あるまち



 

 



第３章　都市基盤・生活基盤

　人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

第１節　都市の魅力の創出

施策１　計画的なまちづくり

50 むさしの研究の郷整備 都市計画課

51 仮称川越市まちづくり条例の制定 都市計画課

52 地籍調査 都市整備課

53 町名地番整理 都市整備課

54 指定道路台帳整備 建築指導課

55 都市基準点整備及び管理事務 建設管理課

施策２　都市拠点の整備

56 三駅周辺地区整備計画 都市計画課

57 本川越駅周辺地区整備 都市整備課

58 中央通り地区整備 都市整備課

59 川越駅西口周辺地区整備 川越駅西口土地区画整理事務所

60 歴史的地区環境整備街路 街路課

施策３　地域生活拠点の整備

61 霞ケ関駅周辺整備 都市整備課

62 大塚新田第二土地区画整理 都市整備課

63 南古谷駅周辺整備 都市整備課

64 高階土地区画整理 高階土地区画整理事務所

施策４　景観に配慮したまちづくり

65 都市景観事務 都市景観課

66 屋外広告物事務 都市景観課

第２節　交通ネットワークの構築

施策１　道路交通体系の整備

67 広域幹線道路整備推進 都市計画課

68 地区整備計画推進 都市計画課

69 橋りょう新設改良 道路建設課

70 川越北環状線関連道路整備 道路建設課

71 広域幹線道路（市道）整備 道路建設課

72 幹線道路（市道）整備 道路建設課

73 生活道路（市道）改良 道路建設課

74 地区整備計画推進（道路改良） 道路建設課

75 市内循環線 街路課

76 三田城下橋線 街路課

77 本川越駅前通線 街路課

78 川越駅南大塚線 街路課

79 川越所沢線 街路課

80 舗装整備（市道） 道路環境整備課
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81 側溝整備（市道） 道路環境整備課

82 維持補修（市道） 道路環境整備課

83 橋りょう維持補修 道路環境整備課

84 歩道整備（市道） 道路環境整備課

85 電線類地中化 道路環境整備課

86 ゆずりあい道路整備 道路環境整備課

施策２　交通円滑化方策の推進

87 都市交通政策推進 都市交通政策課

施策３　公共交通機関の充実

88 市内循環バス運行 都市交通政策課

89 鉄道駅バリアフリー施設整備事業 都市交通政策課

第３節　自然と調和した基盤づくり

施策１　治水事業の推進

90 中小河川排水路整備事業 河川課

91 準用河川整備 河川課

92 流域対策指導 河川課

93 雨水施設整備事業 下水計画課

施策２　水道水の安定供給

94 請求収納管理事務 料金課

95 漏水防止事業 給水課

96 霞ケ関第二浄水場整備事業 水道施設課

97 中福受水場整備事業 水道施設課

98 仙波浄水場整備事業 水道施設課

99 今福浄水場整備事業 水道施設課

施策３　公共下水道等の整備

100 汚水施設整備事業 下水計画課

101 合流式下水道改善事業 下水計画課

102 浄化槽管理指導 資源循環推進課

施策４　水辺と森林の整備

103 仮称森林公園整備 公園整備課

104 伊佐沼公園整備 公園整備課

105 仮称池辺公園整備 公園整備課

106 河川環境整備 河川課

施策５　公園の整備と充実

107 街区公園等整備 公園整備課

108 仮称川越西公園整備 公園整備課

109 川越城富士見櫓跡整備 公園整備課

110 各種公園整備 公園整備課

施策６　快適な住宅・住環境の整備

111 市営住宅等整備 住宅課
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－ －

○施策の推進

○実施計画事業

○関係機関との協議 ○関係機関との協議 ○関係機関との協議
○川越市域の基盤整備の検討 ○川越市域の基盤整備の検討 ○川越市域の基盤整備の検討
○産学官の連携基盤づくり ○産学官の連携基盤づくり ○産学官の連携基盤づくり

事業期間

むさしの研究の郷整備

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容

平成５年度～

２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

地籍調査、町名地番整理の推進

総合的な土地利用

事業№ 50 事業課 都市計画課 事業区分

2

継続

事業名

3

1

第３章

第１節

施策１

4

3 1

新たな拠点の整備

計画的なまちづくり

人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

都市の魅力の創出

計画的なまちづくり

計画的なまちづくりの推進1

予算
事業名

科目

　経済効果及び地域振興を図るため、武蔵野の面影を残す圏央鶴ヶ島ＩＣ周辺地区（川越市、日高市、鶴ヶ
島市）５００ｈａを地域指定し、圏央道建設による本地域の立地優位性を生かした業務核都市の核施設とし
て位置付けられた多機能複合型の研究開発団地を創造します。

１年次（平成２０年度）

むさしの研究の郷整備

土木費 項 都市計画費 目款

むさしの研究の郷整備

都市計画総務費
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○意見公募手続（パブリック・ 　
コメント）

○条例制定・運用
　
　
　

○第五次国土調査事業 ○第五次国土調査事業 　
十箇年計画に基づく 十箇年計画に基づく 　
地籍調査(９年目) 地籍調査(１０年目) 　

　 大字南大塚、大塚新田、今 　 大字南大塚、大塚新田の一 　
福、新宿の一部 部

　 調査面積：０．２５㎢　　 　 調査面積：０．３９㎢　　

項 都市計画費

事業名 仮称川越市まちづくり条例の制定

予算
事業名 都市計画事務

科目 款 土木費 都市計画総務費目

事業区分 継続

（参考）
評価対象
事務事業

事業№ 52 事業課 都市整備課

事業名 地籍調査

科目 土木管理費 目 土木総務費款 土木費 項

　地籍の明確化及び土地に関する利活用の推進を図るため、国土調査法及び国土調査事業促
進特別措置法に基づいて、一筆地毎に土地所有者と境界を確認して測量を行ったうえで、公図
に替え現地を復元できる地籍図及び地籍簿を作成します。

平成１２年度～平成２１年度

都市計画課 事業区分 継続事業№

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

事業期間 平成１８年度～平成２０年度

事業目標・概要
　都市計画に関する市民提案制度、要綱及び各種手続きについてのルール化のため、
まちづくり条例を制定します。

51 事業課

３年次（平成２２年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間

事業目標・概要

事業名 地籍調査

予算

（参考）
評価対象
事務事業

地籍調査事業
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○町名地番整理事業の実施 ○町名地番整理事業の実施 ○町名地番整理事業の実施
・福原地区 ・福原地区 ・福原地区
・大東地区 ・大東地区 ・大東地区
（地権者、住民の合意形成 （地権者、住民の合意形成 （地権者、住民の合意形成
後実施する。） 後実施する。） 後実施する。）

○指定道路等の整理・確認 ○指定道路等の整理・確認 （閲覧・供用開始）
○指定道路調査 ○指定道路調査 　
○指定道路調書及び ○指定道路調書及び 　
　 指定道路図の作成 　 指定道路図の作成 　
　 　 　

　

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２１年度

事業目標・概要
　建築基準法で規定されている道路に関する情報の適正な管理を図り、建築活動を円滑に促進
するため、法令で規定された平成２２年４月１日の閲覧開始に向け、指定道路台帳（指定道路調
書及び指定道路図）を整備します。

予算
事業名 指定道路台帳整備

科目 款 土木費 項 土木管理費 目 建築指導費

事業区分 新規

事業名 指定道路台帳整備

事業№ 54 事業課 建築指導課

項 都市計画費 目款

事業区分

土木費

継続

事業名 町名地番整理

事業№ 53 事業課 都市整備課

土地区画整理費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　地名地番の混乱を解消し、市民生活、産業活動、行政執行の円滑化を図るため、町
名地番の整理を図ります。

予算
事業名 町名地番整理

科目

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

町名地番整理事業
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○都市基準点新設（２級） ○都市基準点新設（２級） ○都市基準点測量成果
○都市基準点測量成果 ○都市基準点測量成果 　データ整備、更新
　　データ整備、更新 　　データ整備、更新 ○街区基準点、都市基準点等
○街区基準点、都市基準点等 ○街区基準点、都市基準点等 の保全管理（亡失・移動等
の保全管理（亡失・移動等 の保全管理（亡失・移動等 の保守点検）
の保守点検） の保守点検）

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成１９年度～平成２２年度

事業目標・概要
　国がＤＩＤ地区を対象に設置した国家測量基準点の維持・管理と併せて、ＤＩＤ地区外
に都市基準点を新設し、市内全域に公共測量基準点を配置します。これらを適正に管
理することで公共事業、不動産登記等の利活用に役立てます。

予算
事業名 道路管理占用

科目 款 土木費 項 土木管理費 目 土木総務費

事業区分 継続

事業名 都市基準点整備及び管理事務

事業№ 55 事業課 建設管理課
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○三駅周辺地区整備計画 ○新富町周辺整備事業 ○新富町周辺整備事業
　 ・三駅周辺地区整備計画策定 ・関係権利者、関係機関調整 ・道路事業手法検討

　 （既存計画の見直し等） ○川越市駅周辺整備事業 ・関係権利者、関係機関調整

○新富町周辺整備事業 ・地元・関係機関調整 ○川越市駅周辺整備事業
・関係権利者、関係機関調整 ○鉄道立体化方策検討調査 ・東口駅広周辺地区整備検討

○川越市駅周辺整備事業 ・連続立体化事業効果検討 ・地元・関係機関調整
・地元、関係機関調整 　 ○鉄道立体化方策検討調査

　 ・地元・関係機関調整

　 　
　

中心市街地活性化基本計画の推進1

3 1 2

目標値

第３章

主要駅間の乗換所要時間（分）

都市拠点の整備

第１節

施策２

人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

都市の魅力の創出

都市拠点の整備

Ｈ２２年度
主要駅間の乗換所要時間（分）

2
3

11(H16)

11
5Ｈ２７年度

現状値

（年度又は年度末の値）

川越市駅周辺地区整備構想

事業№

３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

三駅周辺地区整備計画

　駅機能の強化並びに交通の結節点機能強化及び円滑化を図るため、三駅（川越駅、川越市駅、本川越
駅）周辺地区の都市基盤整備を一体的に推進します。また、一体的な市街地形成を行い、都市防災機能の
向上とともにまちのにぎわいの創出を図り、商業・業務機能と調和した住環境の整備を行います。

事業期間

 
年
度
別
事
業
内
容

三駅周辺地区整備計画

土木費

三駅連携強化の推進
中央通り地区の整備

事業名

新富町周辺整備

平成１４年度～

4 歴史的町並み地区の整備

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

事業目標・概要

項 都市計画費 目 都市計画総務費

56 事業課 都市計画課 継続事業区分

予算
事業名

科目 款

鉄道立体化方策検討調査
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○仮称本川越西口駅前通り線 ○仮称本川越西口駅前通り線 　
・実施設計 ・整備工事（駅前広場、 　 　
・用地取得 　 アクセス道路、雨水貯留 　

○本川越駅西口開設 　 施設等） 　
・実施設計 　　

　 　 ・開設工事 　
　 　

　
　

○建物物件補償調査・積算 ○建物物件補償等調査・積算 ○建物物件補償等調査・積算
○まちづくりルール・ ○まちづくりルール・ ○まちづくりルール・
　 ガイドライン検討 　 ガイドライン検討 　 ガイドライン検討
○換地計画案検討・ ○換地計画案検討 ○換地計画案検討
仮換地指定 ○用地取得 ○用地取得

○用地取得 ○区画街路築造工事 ○区画街路築造工事
○建物移転 ○建物移転

○本川越駅西口開設

事業期間 平成８年度～平成２７年度

予算
事業名 中央通り地区整備

科目 款

事業名 中央通り地区整備

事業№ 58 事業課 都市整備課

事業目標・概要
　本川越駅と川越市駅との乗換所要時間を短縮し、周辺住民、歩行者の利便性、安全
性の向上による地域の活性化を図るため、本川越駅西口を開設するとともに、駅前広
場及びアクセス道路を整備します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

土地区画整理費目

事業期間 平成８年度～平成２１年度

事業名 本川越駅周辺地区整備

予算
事業名 本川越駅周辺地区整備

科目 款 土木費 項 都市計画費

事業№ 57 事業課 都市整備課 事業区分 継続

事業目標・概要

本川越駅周辺整備事業（本川越駅西地区）

事業区分 継続

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

土木費 項

　慢性的な交通渋滞の緩和及び沿道商店街の活性化を図るため、中央通り線を整備
するとともに、沿線地区のまちづくりを行います。

都市計画費 目 土地区画整理費

（参考）
評価対象
事務事業

本川越駅周辺整備事業（中央通り地区）
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○住民との合意形成 ○住民との合意形成 ○住民との合意形成
○実態調査 ○事業計画（案）の検討 ○都市計画決定の検討
○新宿町三丁目交差点北側歩 ○新宿町三丁目交差点北側歩
道仮設拡幅に係る事前調査 道仮設拡幅工事

○寺町通り線 ○立門前線 ○立門前線
　・石張り復旧工事 　・電線類地中化道路詳細設計 　・道路改築工事
 　・電線類地中化工事 　・移転補償（通信ケーブル等）

　・移転補償（上下水道等）

　

予算
事業名 川越駅西口周辺地区整備

科目 款 土木費 項 都市計画費 目

（参考）
評価対象
事務事業

歴史的地区環境整備街路

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業目標・概要
　観光客の回遊性を高めるとともに、歩行者の安全を確保するため、歴史的町並みと
の調和のとれた道路整備を行います。

事業№

事業名

歴史的地区環境整備街路

街路事業費

事業期間 平成１７年度～

目

（参考）
評価対象
事務事業

川越駅西口土地区画整理事務所

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業区分 継続

事業名 川越駅西口周辺地区整備

事業№ 59 事業課

土地区画整理費

事業目標・概要

　川越駅西口周辺地区に県南西部地域における拠点都市や業務施設集積地区としての機能の
集積を図り、活力に満ちた都市活動と広域的な集客力を持つにぎわいのある魅力的な商業・業
務地として形成を図るため、都市計画道路川越所沢線の骨格道路を基幹とした川越駅西口周
辺地区の基盤整備を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

60 事業課 街路課 事業区分 継続

歴史的地区環境整備街路

予算
事業名

科目 款 土木費 項 都市計画費
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○霞ケ関駅北口 ○県道川越越生線 ○県道川越越生線
・用地取得 ・建物物件補償積算 ・建物物件補償積算

　 ・整備工事 ・用地取得 ・用地取得
○県道川越越生線
・建物物件補償積算
・用地取得

霞ケ関駅周辺整備事業

事業名

平成１３年度～平成２４年度

18
19

霞ケ関駅周辺整備

事業№

住宅地の整備

現状値

地域生活拠点の整備1

事業期間

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容

2

61 事業課 都市整備課

土地区画整理事業施行率（％）

都市の魅力の創出

地域生活拠点の整備

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

16.7(H16)

3 1 3

目標値

第３章

第１節

施策３

土地区画整理事業施行率（％）

地域生活拠点の整備

人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

事業区分 継続

霞ケ関駅周辺整備

予算
事業名

科目 款 土木費 項 都市計画費 目 土地区画整理費

（参考）
評価対象
事務事業

　霞ケ関駅の交通結節機能と利便性の向上を図るため、北口駅前広場完成に向けて
取組みます。また、駅周辺の道路環境改善に向け、埼玉県の委託を受けて県道川越越
生線の拡幅整備を行います。

（年度又は年度末の値）
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○土地区画整理事業に伴う 　
南大塚第３号、第５号踏切 　
の改良工事

○（仮）まちづくり勉強会 ○（仮）まちづくり勉強会 ○（仮）まちづくり勉強会
○合意形成の推進 ○合意形成の推進 ○合意形成の推進
○関係各機関調整 ○関係各機関調整 ○関係各機関調整

予算
事業名 大塚新田第二土地区画整理

科目 款 土木費 土地区画整理費

大塚新田第二土地区画整理事業

事業№ 63 事業課 都市整備課 事業区分 継続

（参考）
評価対象
事務事業

事業期間 平成４年度～

事業目標・概要

事業名 南古谷駅周辺整備

予算
事業名 南古谷駅周辺整備

科目 都市計画費 目 土地区画整理費款 土木費 項

　安全で快適なゆとりある住環境の実現を図るため、南古谷駅周辺における都市計画
道路及び駅前広場整備並びに駅北口開設等を中心とした面整備に向けた検討を行い
ます。

事業№ 62 事業課 都市整備課 事業区分 継続

事業期間 平成３年度～平成２０年度

事業目標・概要 　安全で快適なゆとりある住環境を創造するため、土地区画整理事業を行います。

項 都市計画費 目

事業名 大塚新田第二土地区画整理

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業
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○地権者の合意形成 ○地権者の合意形成 ○土地区画整理審議会の設置
○都市計画決定図書の作成 ○都市計画決定 ○換地計画・設計
○事業計画書案の作成 ○事業認可申請 ○土地評価
○用地取得 ○事業計画書の作成 ○実施計画案の作成

○用地取得

予算
事業名 高階土地区画整理

科目 款 土木費 項 都市計画費 目

継続

事業名 高階土地区画整理

事業№ 64 事業課 高階土地区画整理事務所

事業期間 平成３年度～

事業目標・概要
　土地区画整理事業により道路等の基盤整備を推進し、併せて防災面にも配慮した安
全で住み良いまちづくりを進めます。

高階土地区画整理事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

土地区画整理費

事業区分

（参考）
評価対象
事務事業
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○都市景観形成地域への運営 ○都市景観形成地域への運営 ○都市景観形成地域への運営
補助アドバイザーの派遣 補助アドバイザーの派遣 補助アドバイザーの派遣

○景観法に基づく景観計画の立案 ○景観法に基づく景観計画の立案 ○景観法に基づく景観計画の運営

○都市景観重要建築物等の指定 ○都市景観重要建築物等の指定 ○都市景観重要建築物等の指定
○景観法に基づく景観重要建 ○景観法に基づく景観重要建 ○景観法に基づく景観重要建
造物への移行準備 造物制度の導入 造物制度の導入

○都市景観シンポジウム ○都市景観シンポジウム ○都市景観シンポジウム
○都市景観表彰 ○まちなみ・けんちく展 ○都市景観表彰
○都市景観百選めぐり ○都市景観百選めぐり ○都市景観百選めぐり
   

58(H16)

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

都市景観重要建築物等の指定推進

4

　2(H16)

75
100

Ｈ２７年度

屋外広告物の適正化

事業№

都市景観形成地域指定数（地域）
都市景観重要建築物等指定数（件）

都市景観デザインの推進
都市デザインの啓発、普及

現状値

歴史的地区の整備1

事業区分

人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

都市の魅力の創出

景観に配慮したまちづくり

Ｈ２２年度 3

3 1 4

目標値

第３章

第１節

施策４

都市景観形成地域指定数（地域）

都市景観重要建築物等指定数（件）

景観に配慮したまちづくり

65 事業課 都市景観課

都市景観普及啓発

都市景観事務

　歴史的景観、現代都市景観、農村景観及び自然など様々な特性を生かした都市景
観の形成を通し、アメニティの高い良好な都市の創造を図ります。また、景観法に基づ
いた景観制度の確立を目指します。

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

事業名

2
3
4

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

都市景観形成地域整備

継続

都市景観事務

予算
事業名

科目 款 土木費 項 都市計画費 都市景観費

（参考）
評価対象
事務事業

３年次（平成２２年度）

都市景観重要建築物整備

（年度又は年度末の値）

目
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○川越市屋外広告物条例に基 ○川越市屋外広告物条例に基 ○川越市屋外広告物条例に基
づく屋外広告物の許可 づく屋外広告物の許可 づく屋外広告物の許可

○条例に違反して掲出されて ○条例に違反して掲出されて ○条例に違反して掲出されて
いる屋外広告物の適正化 いる屋外広告物の適正化 いる屋外広告物の適正化

○市民との協働による違反広 ○市民との協働による違反広 ○市民との協働による違反広
告物の撲滅 告物の撲滅 告物の撲滅

○屋外広告物適正化への啓発 ○屋外広告物適正化への啓発 ○屋外広告物適正化への啓発
○屋外広告物講習会 ○屋外広告物管理システムの ○屋外広告物管理システムの
○屋外広告物管理システムの 　運用 　運用
　運用 　　

項

事業名 屋外広告物事務

予算
事業名 屋外広告物事務

科目 款 土木費 都市景観費都市計画費 目

（参考）
評価対象
事務事業

屋外広告物事務

事業区分 継続事業№ 66 事業課 都市景観課

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　屋外広告物の適正な掲出を促すとともに、景観に配慮した誘導を図ります。また、都
市景観を著しく阻害したり歩行者等の安全衛生上危害を及ぼすような違反広告物を市
民の協力のもとで除却し、快適な都市景観の創造を図ります。
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○広域幹線道路網見直し検討 ○広域幹線道路網見直し検討 ○広域幹線道路網見直し検討
・長期未整備都市計画道路 ・交通実態調査等の実施 ・広域幹線道路網策定

　 の検証を踏まえた 　 　 　 　
　 全体方針の策定 　 全体方針の策定 　 　
○川越東環状線整備手法検討 ○川越東環状線整備手法検討、　

　 関係機関との調整

71,197(H16)

Ｈ２２年度
40.0以上

　　36.4(H16)

83,000以上
95,000以上Ｈ２７年度

Ｈ２７年度

事業名

平成２０年度～平成２２年度

広域幹線道路整備推進

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容

広域幹線道路整備推進

　市内の交通渋滞の解消を図り、沿線地域の生活・経済環境を改善し、地域の防災機
能の向上を図るため、広域幹線道路整備を推進し、広域の交通ネットワークを構築しま
す。

予算

１年次（平成２０年度）

継続

広域幹線道路整備推進

土木費 項

67 事業課 都市計画課 事業区分

目 都市計画総務費

事業№

都市計画道路の整備率（％）
生活道路の改良延長（ｍ）

地域の活動を豊かにする幹線道路の整備
安全で人にやさしい生活道路の整備

現状値

都市活動を支える広域幹線道路の整備1
2
3

人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

交通ネットワークの構築

道路交通体系の整備

Ｈ２２年度 38.0以上

3 2 1

目標値

第３章

第２節

施策１

都市計画道路の整備率（％）

生活道路の改良延長（ｍ）

道路交通体系の整備

２年次（平成２１年度）

都市計画費

・整備プログラムの再検討

事業名

科目 款

事業期間

（参考）
評価対象
事務事業

（年度又は年度末の値）
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○地元説明会の開催 ○地元説明会の開催 ○地元説明会の開催
○地元調整 ○地元調整 ○地元調整
○事業課との調整 ○事業課との調整 ○事業課との調整
○現況境界確認作業 ○現況境界確認作業 ○現況境界確認作業

○不老川改修に伴う橋りょう架 ○生活道路橋りょう改良 ○生活道路橋りょう改良
　 替え工事 ・第１６９号橋工事 ・第１２４号橋工事
・不老橋 ・たか橋詳細設計 ・たか橋工事

○幹線道路橋りょう改良 　 ・黄金橋詳細設計
　 ・八幡境橋工事 ・第２５５号橋詳細設計
　 　 ・田島橋補強設計 ・第２５５号橋工事

　 ・大町橋補強設計
　 　

  
 

○幹線道路橋りょう改良
○幹線道路橋りょう改良

項 都市計画費 目

事業名 地区整備計画推進

予算
事業名 地区整備計画推進

科目 款 土木費 都市計画総務費

地区整備計画推進

事業№ 69 事業課 道路建設課 事業区分 継続

（参考）
評価対象
事務事業

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要

事業名 橋りょう新設改良

予算
事業名 橋りょう新設改良

科目 道路橋りょう費 目 橋りょう新設改良費款 土木費 項

　老朽化等により通行上、安全上支障のある橋りょう並びに幹線市道及び生活道路の
拡幅整備により改良を要する橋りょうについて、調査・試験等を行い、計画的に橋りょう
の補強・架替えを行います。

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　快適な住環境の整備と適切な土地利用の促進を図るため、地区の道路整備計画に
基づく行政指導により後退が図られた箇所において、計画的に道路を整備します。

事業区分 継続事業№ 事業課 都市計画課

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

橋りょう新設改良
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○用地取得 ○用地取得 ○用地取得
○物件補償 ○物件補償 ○物件補償
○道路改良工事 ○道路改良工事 ○道路改良工事
○測量調査業務委託 ○測量調査業務委託 ○測量調査業務委託

○坂戸東川越線 ○坂戸東川越線 ○坂戸東川越線
　 ・橋りょう工事（下部工）等 　 ・橋りょう工事（上部工）等 　 ・附帯工事等
○仮称東環状線 　 ・道路工事 ○仮称東環状線
　 ・用地取得 ○仮称東環状線 　 ・用地取得
　 ・道路改良工事 　 ・用地取得 　 ・道路改良工事

・道路改良工事 　
　 　 　

　

事業目標・概要
　広域幹線道路網の構築を図るため、圏央道及び新清掃センターへのアクセス道路で
ある坂戸東川越線（川越北環状線接続部より平塚橋間）を整備します。また、川越北環
状線以東の仮称東環状線（市道0023号線）の整備を行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

道路橋りょう費 目 道路新設改良費土木費 項

事業期間 平成１４年度～平成２４年度

事業名 広域幹線道路（市道）整備

予算
事業名 広域幹線道路（市道）整備

科目 款

事業№ 71 事業課 道路建設課 事業区分 継続

（参考）
評価対象
事務事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成１７年度～平成２５年度

事業目標・概要
　幹線市道及び生活道路から川越北環状線への交通アクセスや交通の安全性を確保
するため、接続する幹線道路及び生活道路の再編等整備を図ります。

予算
事業名 川越北環状線関連道路整備

科目 款 土木費 項 道路橋りょう費 目 道路新設改良費

事業区分 継続

事業名 川越北環状線関連道路整備

事業№ 70 事業課 道路建設課
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○用地取得 ○用地取得 ○用地取得
○物件補償 ○物件補償 ○物件補償
○道路改良工事 ○道路改良工事 ○道路改良工事
○測量調査業務委託 ○測量調査業務委託 ○測量調査業務委託

○用地取得 ○用地取得 ○用地取得
○物件補償 ○物件補償 ○物件補償
○道路改良工事 ○道路改良工事 ○道路改良工事
○測量調査業務委託 ○測量調査業務委託 ○測量調査業務委託

予算
事業名 幹線道路（市道）整備

科目 款 土木費 項 道路橋りょう費 目

事業目標・概要
　防災や集落地内の適切な土地利用を促進するとともに生活環境の改善を図るため、
日常生活に重要な道路を整備します。また、農業生産基盤を充実させ、農業経営の近
代化と合理化を図るため、農耕地内の道路を整備します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業№

事業名

73 事業課 道路建設課 事業区分 継続

生活道路（市道）改良

事業名 幹線道路（市道）整備

事業№ 72 事業課 道路建設課

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　主要集落間の連絡機能の強化と良好な地域生活環境の保全を図るため、主要公共
施設へのアクセス道路や国道・県道への連絡道路を整備するとともに、都市計画道路
の整備により市内骨格道路網の推進を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

幹線道路（市道）整備

予算
事業名

科目 款

生活道路（市道）改良

道路新設改良費

（参考）
評価対象
事務事業

生活道路（市道）改良

土木費 項 道路橋りょう費 目

道路新設改良費

事業区分 継続
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○地元説明会の開催及び調整 ○地元説明会の開催及び調整 ○地元説明会の開催及び調整
○境界査定 ○境界査定 ○境界査定
○用地取得 ○用地取得 ○用地取得
○物件補償 ○物件補償 ○物件補償
○道路改良工事 ○道路改良工事 ○道路改良工事

○用地測量調査 ○電線類地中化工事 　
○建物物件調査 ○道路改築工事 　
○用地取得 ○照明灯設置工事 　
○物件補償

平成１１年度～平成２１年度

事業目標・概要 　中心市街地の円滑な交通を推進するため、循環線街路の整備を行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間

２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

市内循環線

科目 款 土木費 項 都市計画費 目 街路事業費

項 道路橋りょう費 目 道路新設改良費

事業区分 継続

事業名 地区整備計画推進（道路改良）

事業№ 74 事業課 道路建設課

予算
事業名 地区整備計画推進（道路改良）

科目 款 土木費

予算

（参考）
評価対象
事務事業

市内循環線

事業№

市内循環線

事業名

75 事業課 街路課 事業区分 継続

事業名

事業目標・概要
　快適な住環境の整備と適切な土地利用の促進を図るため、地区の道路整備計画に
基づく行政指導により後退が図られた箇所において、計画的に道路を整備します。

 
年
度
別
事
業
内
容

（参考）
評価対象
事務事業

地区計画推進（道路改良）

１年次（平成２０年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度
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○物件補償、移転補償 ○電線類地中化・道路改築工 ○照明灯設置工事
○用地取得 　 事 　
○電線類地中化・道路改築工 　 　
　 事 　 　

 ○電線類地中化道路詳細設計 ○用地取得
○土質調査 ○物件補償
○建物物件調査 　

（参考）
評価対象
事務事業

本川越駅前通線

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２１年度～平成２５年度

事業目標・概要
　中心市街地の円滑な交通を推進するため、東京川越線との交差点から東に向う本路
線の整備を図ります。

予算
事業名 本川越駅前通線

科目 款 土木費 項 都市計画費 目 街路事業費

事業区分 継続

事業名 本川越駅前通線

事業№ 77 事業課 街路課

（参考）
評価対象
事務事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

平成１７年度～平成２２年度

事業目標・概要
　中心市街地の円滑な交通を推進するため、一般国道２５４号から市役所付近までの
街路整備を行います。

事業期間

三田城下橋線

科目 款 土木費 項 都市計画費 目 街路事業費

事業№

三田城下橋線

事業名

76 事業課 街路課 事業区分 継続

事業名

予算

三田城下橋線
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○用地取得 ○用地取得 ○用地取得
○物件補償 ○物件補償 ○物件補償
○建物物件調査 ○建物物件調査 ○建物物件調査
○道路改築工事 ○道路改築工事 ○道路改築工事
○道路詳細設計 ○道路詳細設計

○用地取得 ○用地取得 ○用地取得
○道路詳細設計 ○電線類地中化・道路改築工
○電線類地中化設計 事
○土質調査 ○照明灯設置工事

事業目標・概要
　川越駅と国道１６号のアクセス性を高めることにより、地域振興ふれあい拠点施設を
中心とした土地の有効活用並びに川越駅西口地域のまちづくりに資するため、都市計
画道路川越所沢線（延長１４０ｍ）を整備します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

　　

目 街路事業費

事業期間 平成１８年度～平成２２年度

事業名 川越所沢線

予算
事業名 川越所沢線

科目 款 土木費 項 都市計画費

事業№ 79 事業課 街路課 事業区分 継続

（参考）
評価対象
事務事業

川越駅南大塚線

事業目標・概要
　交通の円滑化を推進するとともに安全性を確保するため、大東地区と川越駅西口間
のアクセス道路を整備します。また、国道１６号と交差する旭町一丁目交差点付近の改
良整備も併せて行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

土木費 目 街路事業費項 都市計画費

事業期間 平成１７年度～平成２３年度

事業名 川越駅南大塚線

予算
事業名 川越駅南大塚線

科目 款

事業№ 78 事業課 街路課 事業区分 継続
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○舗装整備工事 ○舗装整備工事 ○舗装整備工事

○側溝整備工事 ○側溝整備工事 ○側溝整備工事
○測量 ○測量 ○測量

（参考）
評価対象
事務事業

側溝整備事業

事業目標・概要 　道路交通の快適性及び道路環境の向上のため、市道の側溝整備を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

目 道路維持費項 道路橋りょう費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業名 側溝整備（市道）

予算
事業名 側溝整備（市道）

科目 款 土木費

事業区分 継続

（参考）
評価対象
事務事業

舗装整備事業

事業№ 81 事業課 道路環境整備課

事業目標・概要 　道路交通の快適性及び道路環境の向上のため、市道の舗装整備を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

目 道路維持費項 道路橋りょう費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業名 舗装整備（市道）

予算
事業名 舗装整備（市道）

科目 款 土木費

事業区分 継続事業№ 80 事業課 道路環境整備課
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○維持補修工事 ○維持補修工事 ○維持補修工事

○橋りょう維持補修工事 ○橋りょう維持補修工事 ○橋りょう維持補修工事
・精進場橋他 ・御伊勢橋 ・吉田橋

○既設橋橋りょう調査 ・川越橋

（参考）
評価対象
事務事業

橋りょう維持補修事業

事業目標・概要 　道路交通の快適性及び道路環境の向上のため、橋りょうの維持補修を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

目 橋りょう維持費項 道路橋りょう費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業名 橋りょう維持補修

予算
事業名 橋りょう維持補修

科目 款 土木費

事業区分 継続

（参考）
評価対象
事務事業

維持補修事業

事業№ 83 事業課 道路環境整備課

事業目標・概要 　道路交通の快適性及び道路環境の向上のため、市道の維持補修を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

目 道路維持費項 道路橋りょう費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業名 維持補修（市道）

予算
事業名 維持補修（市道）

科目 款 土木費

事業区分 継続事業№ 82 事業課 道路環境整備課
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○歩道整備工事 ○歩道整備工事 ○歩道整備工事

○市道０００９号線 ○市道０００９号線 ○既設電線類地中化施設
・電線類地中化工事 ・電線類地中化工事 布設替工事
・電線類地中化付帯工事 ・電線類地中化付帯工事
・電線類地中化設計 ・電線類地中化設計

○既設電線類地中化施設布設 ○既設電線類地中化施設布設
替工事 替工事

（参考）
評価対象
事務事業

電線類地中化事業

事業目標・概要
　道路空間を確保し道路環境を整備することにより、道路交通の安全確保、都市防災
の向上及び都市景観の向上を図るため、電線類地中化を行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

目 道路維持費項 道路橋りょう費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業名 電線類地中化

予算
事業名 電線類地中化

科目 款 土木費

事業区分 継続

（参考）
評価対象
事務事業

歩道整備事業

事業№ 85 事業課 道路環境整備課

事業目標・概要 　道路交通の快適性及び道路環境の向上のため、歩道の整備を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

目 道路維持費項 道路橋りょう費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業名 歩道整備（市道）

予算
事業名 歩道整備（市道）

科目 款 土木費

事業区分 継続事業№ 84 事業課 道路環境整備課
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○ゆずりあい道路整備工事 ○ゆずりあい道路整備工事 ○ゆずりあい道路整備工事
（市内各所） （市内各所） （市内各所）

（参考）
評価対象
事務事業

ゆずりあい道路整備

事業目標・概要 　道路交通の快適性及び道路環境の向上のため、ゆずりあい道路の整備を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

目 道路維持費項 道路橋りょう費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業名 ゆずりあい道路整備

予算
事業名 ゆずりあい道路整備

科目 款 土木費

事業区分 継続事業№ 86 事業課 道路環境整備課
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－ －

○施策の推進

○実施計画事業

○中心市街地交通円滑化方策 ○中心市街地交通円滑化方策 ○中心市街地交通円滑化方策
検討調査 検討調査 検討調査
・委員会における検討 　・交通規制等の実施試行 ・検証と効果測定

 ・交通規制等の実証実験 ・改善案の検討

・バス発着案内表示板の
設置

都市交通政策推進

3 2 2

平成２０年度～平成２２年度

駐車場の整備

事業名

都市交通政策推進

交通円滑化方策の推進

第３章

第２節

施策２

目総務管理費

人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

交通ネットワークの構築

事業区分 継続

交通円滑化方策の推進

交通政策費

1
2
交通需要マネジメントの推進

事業№ 87 事業課 都市交通政策課

　市街地における交通の円滑化を推進するため、公共交通機関の利用促進と利便性
の向上を図り、自動車交通の低減を目指すとともに、適正な交通規制の導入などを検
討します。

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

都市交通政策推進

予算
事業名

科目 款 総務費 項

○都市交通総合改善計画事業

３年次（平成２２年度）

事業期間

 
年
度
別
事
業
内
容

事業目標・概要

（参考）
評価対象
事務事業
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○バスの運行 ○バスの運行 ○バスの運行
○車両の更新 ○車両の更新

平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　交通空白地域の解消を目的に、鉄道駅を中心として住宅地や公共施設への交通手
段を確保するため、市内循環バスを運行します。

事業期間

1 鉄道輸送の利便性の向上
2 バス輸送の充実

Ｈ２７年度 335,000

段差を解消した駅の数（駅）

現状値
段差を解消した駅の数（駅） 　　　　　　　　6(H16)
市内循環バスの年間利用者数（人） 291,534(H16)

3 2 3 公共交通機関の充実

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業名

（参考）
評価対象
事務事業

市内循環バス運行

第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

第２節 交通ネットワークの構築

施策３ 公共交通機関の充実

Ｈ２２年度 12

目標値
Ｈ２７年度 －

市内循環バスの年間利用者数（人）
Ｈ２２年度 330,000

総務費 項 総務管理費

事業№ 88 事業課 都市交通政策課

市内循環バス運行

目 交通政策費
予算

事業名

科目 款

（年度又は年度末の値）

事業区分 継続

市内循環バス運行
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○バリアフリー施設整備負担金 ○バリアフリー施設整備負担金
・ＪＲ川越線的場駅 ・東武東上線鶴ヶ島駅
　 スロープ新設 エレベーター新設

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　鉄道駅にエレベーターやスロープ、障害者対応型トイレ等を整備し、バリアフリー化を
図ります。

予算
事業名 鉄道等整備改善対策

科目 款 総務費 項 総務管理費 目 交通政策費

事業区分 継続

事業名 鉄道駅バリアフリー施設整備事業

事業№ 89 事業課 都市交通政策課

82



－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○幹線水路整備 ○幹線水路整備 ○幹線水路整備
○中小河川排水路整備 ○中小河川排水路整備 ○中小河川排水路整備
○排水路整備計画の策定 ○排水路整備計画の策定 ○排水路整備計画の策定

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

普通河川の整備事業

目 河川総務費

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要 　降雨対策及び生活環境の向上を図るため、排水路の整備を推進します。

3 雨水の有効利用の促進

1 河川整備
2 雨水整備

4,930
Ｈ２７年度 8,100

現状値
久保川改修事業（％） 　　　　0(H16)
雨水管きょ整備事業（ｍ） 1,520(H16)

施策１ 治水事業の推進

目標値
久保川改修事業（％）

Ｈ２２年度 12.1
Ｈ２７年度 32.3

雨水管きょ整備事業（ｍ）
Ｈ２２年度

第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

第３節 自然と調和した基盤づくり

3 3 1 治水事業の推進

事業№ 90 事業課 河川課

中小河川排水路整備事業

予算
事業名

科目 款 土木費 項 河川費

中小河川排水路整備事業

事業名

（年度又は年度末の値）

事業区分 継続

83



○古川改修工事 ○古川改修工事 ○古川改修工事
 ○天の川改修工事 ○天の川改修工事

○仮称久保川改修工事 ○仮称久保川改修工事

○雨水対策協議事務 ○雨水対策協議事務 ○雨水対策協議事務
・雨水対策指導 ・雨水対策指導 ・雨水対策指導

款 － 項 － 目 －

（参考）
評価対象
事務事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

・現地立会い完了検査 ・現地立会い完了検査 ・現地立会い完了検査

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　流域（入間川、新河岸川）に降った雨が短時間で河川に流出しないようにするため、
敷地面積５００㎡以上の新たな開発行為について、貯留浸透施設を設置するよう指導し
ます。

予算
事業名 －

科目

事業区分 継続

事業名 流域対策指導

事業№ 92 事業課 河川課

（参考）
評価対象
事務事業

予算
事業名 準用河川整備

科目 款 土木費 項 河川費 目 河川総務費

事業名 準用河川整備

事業№ 91 事業課 河川課

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要 　浸水被害の解消及び生活環境の向上を図るため、準用河川の整備を推進します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

準用河川整備事業

事業区分 継続
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○新河岸川激特事業に伴う ○新河岸川激特事業に伴う ○新河岸川激特事業に伴う
雨水整備事業　 雨水整備事業　 雨水整備事業　
・管渠整備　２路線 ・管渠整備　２路線 ・管渠整備　２路線

○既成市街地雨水整備事業 ・雨水ポンプ場整備　岸町地内 ○既成市街地雨水整備事業
・管渠整備　２路線 ○既成市街地雨水整備事業 ・管渠整備　１路線
・雨水貯留施設設置　１箇所 ・管渠整備　１路線 ・雨水貯留施設設置
　本川越北側道路 ・雨水貯留施設設置 　第一小学校
・雨水ポンプ場整備 　本川越駅西口駅前広場
　鯨井地内（躯体） ・雨水ポンプ場整備

　鯨井地内（機械・電気）

（参考）
評価対象
事務事業

雨水管渠整備事業
雨水調整池整備事業
雨水ポンプ場整備事業

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

予算
事業名

会　計

事業区分 継続

事業名 雨水施設整備事業（雨水管渠整備事業・雨水調整池整備事業・雨水ポンプ場整備事業）

事業№ 93 事業課 下水計画課

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

雨水施設整備事業（雨水管渠整備事業・雨水調整池整備事業・雨水ポンプ場整備事業）

公共下水道事業会計（資本的支出）

　市街地の浸水を防除するため、雨水管渠、雨水調整池及び雨水ポンプ場の整備を推
進します。
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○口座振替の推進 ○口座振替の推進 ○口座振替の推進
○滞納整理の強化 ○滞納整理の強化 ○滞納整理の強化

2
3

施設・設備の改修及び更新

（年度又は年度末の値）

3 3 2

目標値

第３章

第３節

施策２

有収率（％）

収納率（％）

水道水の安定供給

人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

自然と調和した基盤づくり

水道水の安定供給

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

93.0
93.5
99.90
99.90

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

有収率（％）
収納率（％）

災害に強い施設整備
効率的な事業の推進

現状値

1

99.86(H16)

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

92.33(H16)

平成２０年度～平成２２年度

94 事業課 料金課 事業区分 継続

会　計

事業名 請求収納管理事務

事業№

予算
事業名 請求収納管理事務

水道事業会計（収益的支出）

事業目標・概要

事業期間

請求収納事務

 
年
度
別
事
業
内
容

（参考）
評価対象
事務事業

　水道事業の健全経営を図り水道の安定供給を行うため、経営基盤のもととなる水道
料金の収納の確保を図ります。
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○戸別音聴調査　６２，０００戸 ○戸別音聴調査　６１，０００戸 ○戸別音聴調査　６２，０００戸
○横断管路相関式調査　６０箇 ○横断管路相関式調査　６０箇 ○横断管路相関式調査　６０箇
所 所 所

○橋梁添架管架替　４箇所 ○橋梁添架管架替　４箇所 ○橋梁添架管架替　４箇所

○ろ過設備更新工事

（参考）
評価対象
事務事業

霞ケ関第二浄水場整備事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成１５年度～平成２０年度

事業目標・概要
　安全な水道水を安定供給するとともに限りある水資源を有効活用するため、老朽化
した施設を更新し、機能の回復並びに維持管理の強化を図ります。

予算
事業名 霞ケ関第二浄水場整備事業

会　計 水道事業会計（資本的支出）

事業区分 継続

事業名 霞ケ関第二浄水場整備事業

事業№ 96 事業課 水道施設課

（参考）
評価対象
事務事業

河川等横断管防錆塗装修繕
橋梁添架管架替

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

○河川横断管防錆塗装　４箇所○河川横断管防錆塗装　４箇所 ○河川横断管防錆塗装　４箇所

事業目標・概要
　漏水を早期に発見し修繕することにより有収率の向上を図るとともに、水資源の有効
利用を図るため、計画的な漏水調査を行います。

水道事業会計（収益的支出）

事業区分95 事業課 給水課

事業期間

事業名

会　計

継続

漏水防止事業

予算
事業名

事業№

漏水防止事業

平成２０年度～平成２２年度

配給水管漏水調査
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○自家発電建屋渡り廊下
　 築造工事
 
 

○自家発電設備更新工事 　
○電気、機械設備更新工事 　
　

（参考）
評価対象
事務事業

仙波浄水場整備事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成１７年度～平成２０年度

事業目標・概要
　安全な水道水を安定供給するとともに限りある水資源を有効活用するため、老朽化
した施設を更新し、機能の回復並びに維持管理の強化を図ります。

事業名 仙波浄水場整備事業

予算
事業名 仙波浄水場整備事業

会　計 水道事業会計（資本的支出）

事業№ 98 事業課 水道施設課 事業区分 継続

（参考）
評価対象
事務事業

中福受水場整備事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成１５年度～平成２０年度

事業目標・概要
　安全な水道水を安定供給するとともに限りある水資源を有効活用するため、老朽化
した施設を更新し、機能の回復並びに維持管理の強化を図ります。

事業名 中福受水場整備事業

予算
事業名 中福受水場整備事業

会　計 水道事業会計（資本的支出）

事業№ 97 事業課 水道施設課 事業区分 継続
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　 ○自家発電設備更新工事 ○自家発電設備更新工事
　 ○電気、機械設備更新工事 ○電気、機械設備更新工事
　 ○滅菌設備更新工事

事業区分 新規水道施設課事業№ 99 事業課

事業名 今福浄水場整備事業

予算
事業名 今福浄水場整備事業

会　計 水道事業会計（資本的支出）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　安全な水道水を安定供給するとともに限りある水資源を有効活用するため、老朽化
した施設を更新し、機能の回復並びに維持管理の強化を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○荒川右岸流域関連公共下水 ○荒川右岸流域関連公共下水 ○荒川右岸流域関連公共下水
道整備　　９地区 道整備　１２地区 道整備　１０地区
・事業区域面積８ｈａ（対象 ・事業区域面積１６ｈａ（対象 ・事業区域面積１７ｈａ（対象
　面積：田畑含む２０ｈａ） 　面積：田畑含む３１ｈａ） 　面積：田畑含む２６ｈａ）

現状値

事業名

2
3
4 効率的な公共下水道事業の推進

事業№ 100

合流式下水道改善率（％） 　　　　0(H16)

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

6,800(H16)

1

92.5
94.2

　88.8(H16)

12,400
17,400

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

（参考）
評価対象
事務事業

汚水施設整備事業

　生活環境の改善、公衆衛生の向上並びに公共用水域の水質保全を図るため、公共
下水道の整備を推進します。

事業期間

汚水管渠整備事業

 
年
度
別
事
業
内
容

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

平成２０年度～平成２２年度

人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

自然と調和した基盤づくり

公共下水道等の整備

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

生活排水処理率（％）
汚水管きょ改良事業（ｍ）

合流式下水道の改善
公共下水道施設の維持管理

生活排水施設の整備

3 3 3

目標値

第３章

第３節

施策３

生活排水処理率（％）

汚水管きょ改良事業（ｍ）

公共下水道等の整備

事業課 下水計画課

汚水施設整備事業

予算
事業名

会　計 公共下水道事業会計（資本的支出）

事業区分 継続

（年度又は年度末の値）
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○合流式下水道雨水吐室スク ○合流式下水道雨水吐室スク ○合流式下水道雨水吐室スク
　 リーン設置　２箇所 　 リーン設置　２箇所 　 リーン設置　２箇所
○合流式下水道雨水吐口越流 ○合流式下水道雨水吐口越流 ○合流式下水道雨水吐口越流
対策（貯留管設置）　 対策（貯留管・貯留施設　 対策（貯留管・貯留施設　
１箇所 設置）　１箇所 設置）　１箇所

○合併処理浄化槽設置整備補 ○合併処理浄化槽設置整備補 ○合併処理浄化槽設置整備補
助　１００基 助　１００基 助　１００基

○合併処理浄化槽維持管理補 ○合併処理浄化槽維持管理補 ○合併処理浄化槽維持管理補
助　６００件 助　７００件 助　８００件

○浄化槽管理者への助言、 ○浄化槽管理者への助言、 ○浄化槽管理者への助言、
指導等 指導等 指導等

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

予算
事業名 浄化槽管理指導

科目 款

事業名 浄化槽管理指導

事業№ 102 事業課 資源循環推進課

事業目標・概要 　公共用水域の水質保全を図るため、合流式下水道改善対策事業を推進します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

事業名 合流式下水道改善事業

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

予算
事業名 合流式下水道改善事業

会　計 公共下水道事業会計（資本的支出）

事業区分 継続事業№ 101 事業課 下水計画課

事業目標・概要

事業区分 継続

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

衛生費 項

　生活排水の適正な処理を推進して、公共用水域の水質汚濁を防止するため、補助
金を交付し、合併処理浄化槽の普及と適正な維持管理を図ります。

清掃費 目 し尿処理費

（参考）
評価対象
事務事業

合併処理浄化槽設置・維持管理補助事業
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○測量 ○測量 ○測量
○森のさんぽ道関連工事 ○森のさんぽ道関連工事 ○森のさんぽ道関連工事

  ○公園整備基本設計

 
 
 

（仮称）川越市森林公園計画区域内公有地面積（ｈａ） 6.1(H16)

2
3

河川空間の活用
伊佐沼周辺の整備
樹林地の整備

3 3 4

目標値

第３章

第３節

施策４

（仮称）川越市森林公園計画区域内公有地面積（ｈａ）

水辺と森林の整備

17

 
年
度
別
事
業
内
容

人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

自然と調和した基盤づくり

水辺と森林の整備

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

事業区分 継続

事業名

1

２年次（平成２１年度）

（仮称）森林公園整備

○用地取得

31

平成２０年度～平成２２年度

仮称森林公園整備

土木費 項 都市計画費 目 公園費

仮称森林公園整備

103

現状値

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

（参考）
評価対象
事務事業

　市南部に広がる武蔵野の名残をとどめる雑木林等を、貴重な自然として次世代に受
け継ぐため、森林公園として整備し保全、活用を図ります。

事業期間

１年次（平成２０年度）

事業№ 事業課 公園整備課

予算
事業名

科目 款

○用地取得 ○用地取得

（年度又は年度末の値）

92



○水質浄化対策 ○水質浄化対策 ○水質浄化対策
○公園整備 ○公園整備 ○公園整備
・促進会議の開催 ・促進会議の開催 ・促進会議の開催

　 ・遊びと健康ゾーン基本設計 　 ・自然ふれあいゾーン
 　 基本設計

○基礎調査 ○基礎調査 ○基礎調査
○整備工事  　
 

（参考）
評価対象
事務事業

事業期間

事業区分 継続

事業名 仮称池辺公園整備

都市計画費 目 公園費

平成２０年度～平成２２年度

　市民の憩いの場を創出するとともに河川環境の保全及び不法投棄等の抑制を図るた
め、河川敷公園を整備します。

事業№ 105 事業課 公園整備課

伊佐沼公園整備
伊佐沼水質浄化対策

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　貴重な水辺空間を市民共有の憩いの場として整備するため、伊佐沼周辺区域の公園
化を図ります。

事業№ 104

目 公園費

事業課 公園整備課 事業区分 継続

事業名 伊佐沼公園整備

予算
事業名 伊佐沼公園整備

科目 款 土木費 項 都市計画費

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

予算
事業名 仮称池辺公園整備

科目 款 土木費 項

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

（仮称）池辺公園整備
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○桜づつみモデル事業 ○桜づつみモデル事業 ○桜づつみモデル事業
・植栽管理 ・植栽管理 ・植栽管理
・測量 ・植栽整備工事 ・用地取得
・植栽整備工事 ・用地取得

（参考）
評価対象
事務事業

予算
事業名 河川環境整備

科目 款 土木費 項 河川費 目 河川総務費

事業区分 継続

事業名 河川環境整備

事業№ 106 事業課 河川課

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成３年度～平成３１年度

事業目標・概要
　河川堤防を強化するとともに地域住民に潤いの場を提供するため、河川環境の整備
を図ります。

桜づつみモデル事業
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○測量 ○測量 ○測量
○用地取得 ○実施設計 ○実施設計
○整備工事 ○整備工事 ○整備工事
○仮称川越第二運動公園（野 ○用地取得 ○用地取得
球場）調査・研究 ○仮称川越第二運動公園（野 ○仮称川越第二運動公園（野

○入間川河川敷公園 球場）調査・研究 球場）調査・研究
測量・基本設計 ○入間川河川敷公園実施設計 ○入間川河川敷公園実施設計

・整備工事

街区公園等整備

　市民が親しみと安らぎを感じる場所及び災害時の避難場所を提供するため、「川越市緑の基
本計画」に基づき、街区公園等の整備を推進します。また、仮称川越第二運動公園（野球場）や
入間川河川敷公園等の新たな公園整備について、事業化に向け調査・研究します。

事業期間

街区公園等整備

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容

平成２０年度～平成２２年度

２年次（平成２１年度）１年次（平成２０年度）

公園の適正な管理と魅力の創出

身近な活動拠点の整備
レクリエーション・スポーツ拠点の整備

事業名

4

事業№ 107 事業課 公園整備課 事業区分

3

都市公園数（箇所）
市民一人当たり都市公園面積（㎡／人）

（年度又は年度末の値）
4.39(H16)

206
226

　177(H16)
現状値

3

5

目標値

第３章

第３節

施策５

都市公園数（箇所）

公園の整備と充実

人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

自然と調和した基盤づくり

自然環境の活用と整備

3

5
6

計画的な公園の整備

公園の整備と充実

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

2
歴史的遺産の活用

1

継続

街区公園等整備

予算
事業名

科目 款 土木費 項 都市計画費 目 公園費

（参考）
評価対象
事務事業
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○基本設計、実施設計 ○用地取得（分割取得） ○余熱施設建設工事
　 （余熱施設） ○余熱施設建設工事 ○実施設計（グラウンド等）
　 　 　
※ＰＦＩ事業で実施する場合 ※ＰＦＩ事業で実施する場合 ※ＰＦＩ事業で実施する場合
○ＰＦＩ導入可能性調査 ○ＰＦＩアドバイザリー契約 ○施設工事（ＰＦＩ事業者）
○ＰＦＩアドバイザリー契約 ○ＰＦＩ事業者の募集、選定事 ○施工監理照査、モニタリング
○実施方針の公表 業契約締結
○特定事業の選定、公表 ○施設設計（ＰＦＩ事業者）

○施工監理照査、モニタリング

○樹木等管理 ○樹木等管理 ○樹木等管理
○実施設計 ○櫓建設工事

（仮称）鯨井公園整備

項 都市計画費 目

事業区分

仮称川越西公園整備事業名

予算
事業名 仮称川越西公園整備

科目 款 土木費 公園費

事業区分 継続

（参考）
評価対象
事務事業

事業№ 109 事業課 公園整備課

事業期間 平成１２年度～

事業目標・概要

事業名 川越城富士見櫓跡整備

予算
事業名 川越城富士見櫓跡整備

科目 都市計画費 目 公園費款 土木費 項

　新たな観光名所を創出するとともに市民及び観光客の歴史教育の場として活用する
ため、川越城富士見櫓の復元整備を行います。また、南側広場については、地域住民
及び観光客の憩いの場、安らぎの場として整備を行います。

継続事業№ 108 事業課 公園整備課

事業期間 平成１５年度～

事業目標・概要
　新清掃センター建設に伴う余熱を利用した温水利用型健康運動施設として、多機能な温水
プールを主体とした施設建設と多目的に活用できるグラウンド等を、一体的に公園として整備を
行います。なお、本事業は、ＰＦＩ等民間活力の導入を積極的に取り入れ整備します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

川越城富士見櫓跡整備
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○遊具安全対策 ○遊具安全対策 ○遊具安全対策
・遊器具等保守点検 ・遊器具等保守点検 ・遊器具等保守点検

　・遊器具等改修工事 　・遊器具等改修工事 ・遊器具等改修工事
○防犯対策 ○防犯対策 ○安比奈親水公園まつり開催
・園内灯整備 ・樹木管理 ○各種公園補修工事
・樹木管理 ○安比奈親水公園まつり開催 ○公園リニューアル工事

○安比奈親水公園まつり開催 ○各種公園補修工事
○各種公園補修工事 ○公園リニューアル工事

予算
事業名 各種公園整備

科目 款 土木費 項 都市計画費 目 公園費

継続

事業名 各種公園整備

事業№ 110 事業課 公園整備課 事業区分

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　利用者の安全性及び快適性を確保するため、既設の公園を適切に維持管理するとと
もに、老朽化した公園の改修、補修を行います。

各種公園補修・改修

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

各種公園園地管理（参考）
評価対象
事務事業

安比奈親水公園まつり
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○岸町３丁目団地建設 ○岸町３丁目団地建設 ○岸町３丁目団地建設
・実施設計 ・建設工事 ・建設工事

○月吉町西団地建替え
・実施設計

市営住宅管理戸数（戸）

公的住宅の供給

490.0(H16)
1,101(H16)

　　　30(H16)高齢者世話付住宅戸数（戸）
（年度又は年度末の値）

良好な住環境の整備

第３章

第３節

施策６

人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち

自然と調和した基盤づくり

快適な住宅・住環境の整備

事業期間

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容

　住宅に困窮する低所得者に対し低廉な家賃で住宅を供給するため、良好な住環境
の市営住宅を整備します。

3

事業№ 111

快適な住宅・住環境の整備

事業課 住宅課

現状値

3 3 6

1
2

土地区画整理事業施行済面積（ｈａ）

（参考）
評価対象
事務事業

平成６年度～平成２２年度

事業名

科目 款 土木費 項

市営住宅等整備
予算

住宅費

高齢者等への住宅支援

事業区分

市営住宅等整備

目 住宅管理費

継続

事業名

市営住宅等整備事業
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第４章  産業・観光 
 

 

 

（基本目標） 

にぎわいに満ち、 

   活力ある産業を育てるまち 



 

 



第４章　産業・観光

　にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち

第１節　地域経済の活性化と産業振興

施策１　地域振興拠点の整備と新しい産業の育成

112 地域振興ふれあい拠点施設整備 拠点施設推進室

113 川越ブランド商品開発促進 商工振興課

施策２　雇用の促進と労働環境の改善

114 職業能力開発支援 商工振興課

施策３　農業の振興

115 土地改良事業 農政課

116 農業集落排水整備 農政課

117 園芸特産振興（地産地消推進事業） 農政課

施策４　商業の振興

118 商店街振興対策補助 商工振興課

119 仮称鏡山酒造跡地施設建設 中心市街地活性化推進室

120 鏡山酒造跡地活用推進 中心市街地活性化推進室

121 旧織物市場保存活用 中心市街地活性化推進室

122 旧鶴川座保存活用 中心市街地活性化推進室

施策５　工業の振興

123 商工業振興 商工振興課

124 川越第二産業団地整備事業 商工振興課

第２節　観光による地域振興

施策１　新たな観光事業の推進

125 小江戸川越観光推進協議会 観光課

126 新河岸川観光舟運 観光課

127 観光案内 観光課

128 観光ルネサンス事業補助金 観光課

129 川越市観光振興計画の推進 観光課

130 旧笠間家住宅復元・活用整備 観光課

施策２　観光環境の整備

131 郊外型駐車場整備 観光課
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○用地精算取得 ○設計（ＰＦＩ事業者） ○建設工事（ＰＦＩ事業者）
○ＰＦＩアドバイザリー契約 ○市道整備工事 ○モニタリング
○ＰＦＩ事業者の募集・選定、○モニタリング
 協定・契約 　
　
　

川越ブランドの商品数（件）
民営の事業所数（事業所）

目標値

            2(H17)
  11,094(H13)

現状値
従業員総数（人）
市内純生産額（億円）

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

高度情報化社会・ＩＴ社会への対応支援

1
2
3
4
5
6

地域振興ふれあい拠点施設の整備
新しい産業の育成
人材確保や人材育成の推進

第４章

第１節

施策１

川越ブランドの商品数（件）

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

地域振興拠点の整備と新しい産業の育成

にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち

地域経済の活性化と産業振興

地域振興拠点の整備と新しい産業の育成

4 1 1

事業名

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

産学公連携による技術開発の支援

事業№ 112 事業課 拠点施設推進室 事業区分 継続

（参考）
評価対象
事務事業

地域振興ふれあい拠点施設整備

　地域産業の振興や活性化、地域住民の活動・交流の促進及びにぎわいの創出を図
るため、埼玉県との共同事業により地域振興ふれあい拠点施設を整備します。

事業期間

4
6

地域振興ふれあい拠点施設整備

平成２年度～平成２３年度

　　8,405(H14)

川越ブランドの推奨

120,838(H13)

地域振興ふれあい拠点施設整備

予算
事業名

科目 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費

（年度又は年度末の値）
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○川越ブランドに関する調査、 ○川越ブランド商品開発の ○川越ブランド商品開発の
検討 促進 促進

事業課 商工振興課 事業区分 継続事業№ 113

事業名 川越ブランド商品開発促進

予算
事業名 商工業振興

科目

事業目標・概要
　地域産業の振興を図るため、地域産品等の普及並びに新たな地域産品の開発を促
進します。

款 商工費 項 商工費 商工振興費目

（参考）
評価対象
事務事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○仮称シニアワークセンター ○仮称シニアワークセンター ○仮称シニアワークセンター
の開設 の運営 の運営

○職業能力開発支援講座の開 ○職業能力開発支援講座の開 ○職業能力開発支援講座の開
催 催 催

○認定職業訓練校補助 ○認定職業訓練校補助 ○認定職業訓練校補助

地域経済の活性化と産業振興

250

３年次（平成２２年度）

目標値
就労支援及び労働教育講座受講者数（人）

Ｈ２７年度 300

川越市勤労者福祉サービスセンター会員数（人）
Ｈ２２年度 2,500

施策２ 雇用の促進と労働環境の改善

Ｈ２２年度

4 1 2 雇用の促進と労働環境の改善

第４章 にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち

第１節

3,000

現状値
就労支援及び労働教育講座受講者数（人） 　178(H16)

有効求人倍率（倍） 　0.62(H16)
川越市勤労者福祉サービスセンター会員数（人） 1,978(H16)

Ｈ２７年度

1 雇用の促進
2 労働条件改善の促進

２年次（平成２１年度）

3 福祉制度の普及・促進

目 労働総務費

事業名

労働一般事務

事業№ 114 事業課

平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　雇用の促進を図るとともに、勤労者のスキルアップを図るため、勤労者及び求職者
への支援を行います。

事業期間

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度）

労働費 項 労働費

（参考）
評価対象
事務事業

予算
事業名

科目 款

（年度又は年度末の値）

事業区分 継続

職業能力開発支援

商工振興課
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○県営の土地改良事業の一部 ○県営の土地改良事業の一部 ○県営の土地改良事業の一部
負担 負担 負担

○土地改良事業補助 ○土地改良事業補助 ○土地改良事業補助
○農地・水・環境保全向上対策 ○農地・水・環境保全向上対策 ○農地・水・環境保全向上対策
事業 事業 事業

○湛水防除事業（平塚新田） ○湛水防除事業（平塚新田） ○湛水防除事業（平塚新田）
・調査・測量 ・用地取得等・実施設計 ・実施設計

○施設整備 ・工事
・舗装工事（中福）
・井戸改修工事（下広谷）

4 1 3 農業の振興

第４章 にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち

第１節 地域経済の活性化と産業振興

施策３ 農業の振興

目標値
エコファーマーの人数（人）

Ｈ２２年度 19
Ｈ２７年度 28

認定農業者の人数（人）
Ｈ２２年度 120
Ｈ２７年度 140

現状値
エコファーマーの人数（人） 　　10(H16)

農業産出額（億円） 81.6(H15)
認定農業者の人数（人） 　　99(H16)

1 農業基盤及び生活環境の整備
2 食料の安定供給の促進
3 担い手の育成・確保の推進
4 環境と共生した持続可能な農業の推進
5 市民ニーズへの対応と流通の多様化の推進

農地費目

土地改良事業

事業名

事業№ 115 事業課 農政課

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　農業生産基盤を整備し、農業経営の近代化及び合理化を図るため、県が行う湛水防除事業
等の土地改良事業に負担金を支出するとともに、土地改良区等が行う事業を補助します。ま
た、地域ぐるみで行う農地・農業用水路等の保全管理に必要な「共同事業」を支援します。

３年次（平成２２年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

土地改良事業

事業区分 継続

土地改良事業

予算
事業名

科目 款 農林水産業費 項 農業費

（年度又は年度末の値）
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○実施設計 ○実施設計 ○実施設計
○管路工事 ○管路工事 ○管路工事
○舗装復旧工事 ○舗装復旧工事 ○舗装復旧工事

○処理場 ○処理場
・下部工事 ・建築工事

・機械・電気設備工事

○地場農産物消費拡大補助 ○地場農産物消費拡大補助 ○地場農産物消費拡大補助
・学校給食等による地場農 ・学校給食等による地場農 ・学校給食等による地場農
　産物の消費拡大 　産物の消費拡大 　産物の消費拡大

○地産地消促進事業補助 ○地産地消促進事業補助 ○地産地消促進事業補助
・イベントの開催 ・イベントの開催 ・イベントの開催
・パンフレット作成 ・パンフレット作成 ・パンフレット作成
・直売所の支援 ・直売所の支援 ・直売所の支援

事業区分 継続

事業期間 平成１８年度～平成２３年度

事業№ 116 事業課 農政課

予　算 農業集落排水事業特別会計

（参考）
評価対象
事務事業

事業目標・概要
　公共用水域の水質保全と区域の生活環境の改善を図るため、菅間、鹿飼、石田本郷
及びその周辺地区の農業集落排水整備を行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業名 園芸特産振興

科目 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費
予算

事業名 農業集落排水整備

（参考）
評価対象
事務事業

　

事業№ 117 事業課

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　農産物の安全、安心を確保するとともに、市民の地元農業振興への理解を深めるた
め、地産地消を推進します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

園芸特産振興事業

事業名 園芸特産振興（地産地消推進事業）

事業区分 継続農政課
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○街路灯電気料・改修事業補 ○街路灯電気料・改修事業補 ○街路灯電気料・改修事業補
助 助 助

○駐車場等補助 ○駐車場等補助 ○駐車場等補助
○商店街共同事業補助 ○商店街共同事業補助 ○商店街共同事業補助
○マーケティング調査補助 ○マーケティング調査補助 ○マーケティング調査補助

商店街形成への支援1
2
3
4

　　　　5(H16)

7,712(H14)
商店数（店） 3,005(H14)

商業団体等への支援・融資制度の充実

事業№ 118

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

7
10

地域経済の活性化と産業振興

商業の振興

商店街法人化数（箇所）

年間販売額（億円）

中心市街地の活性化
周辺商業地の形成

現状値

4 1 4

目標値

第４章

第１節

施策４

商店街法人化数（箇所）

商業の振興

にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　市内商店街の振興を図るため、商店街が共同で設置する施設や実施する事業に対
する補助を行います。

計画策定事業補助事務 商店街共同事業補助事務

駐車場借上料補助事務 街路灯改修事業補助事務
町並み委員会事業補助事務

宅配サービス事業補助事務 街路灯電気料補助事務（参考）
評価対象
事務事業

事業課 商工振興課 事業区分 継続

事業名 商店街振興対策補助

科目 款 商工費 項 商工費 目 商工振興費

公衆浴場近代化設備資金補助事務

（年度又は年度末の値）

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業名 商店街振興対策補助

予算
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○改修工事 （供用開始） 　
　 ・明治・大正・昭和蔵
　 瓶詰作業場・倉庫改修工事
・各種設備工事

○指定管理者募集・選定 ○指定管理者による運営・ ○指定管理者による運営・
○施設愛称の募集・決定 管理 管理
　 ○モニタリング

事業期間

　　　

事業目標・概要

中心市街地活性化推進室 事業区分 継続

平成１９年度～平成２０年度

（参考）
評価対象
事務事業

　市民や観光客を集客し、中心市街地の活力やにぎわいを創出するため、鏡山酒造跡
地を保存・活用し、公共集客施設として整備します。

事業名 鏡山酒造跡地活用推進

事業№ 120 事業課 中心市街地活性化推進室

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

事業№ 119 事業課

仮称鏡山酒造跡地施設建設

項

事業名

仮称鏡山酒造跡地施設建設
予算

事業名

科目 款

予算
事業名 鏡山酒造跡地活用推進

科目 款 商工費 項 商工費 目 商工振興費

事業期間 平成１３年度～平成２２年度

事業目標・概要
　鏡山酒造跡地を改修して整備する公共集客施設の活用に関し、民間の能力を活か
し、新たなにぎわいを創出する多目的施設の整備を推進します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

鏡山酒造跡地活用推進

商工費 目 仮称鏡山酒造跡地施設建設費

事業区分 継続

３年次（平成２２年度）

商工費
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○調査・研究 ○活用方策検討 ○実施設計
　 　
　 　
　

○活用方策調査 ○設計 ○改修工事
○設計 　
　

　

事業№ 121 事業課 中心市街地活性化推進室 事業区分 新規

事業名 旧川越織物市場保存活用

予算
事業名 －

科目 款 － 項

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～

事業目標・概要
　産業遺産として希少価値のある旧川越織物市場を保存・活用し、中心市街地の活性
化につながる施設整備を検討・推進します。

商工費

事業区分 新規

商工費

事業№ 122 事業課 中心市街地活性化推進室

（参考）
評価対象
事務事業

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業名 旧鶴川座保存活用

予算
事業名 旧鶴川座保存活用

科目 款 項

事業目標・概要 　芝居小屋として希少価値のある旧鶴川座の保存・活用を促進します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

　　　

－ 目 －

目 商工振興費
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○商業振興施設整備基金管理 ○商業振興施設整備基金管理 ○商業振興施設整備基金管理
○商工業団体補助 ○商工業団体補助 ○商工業団体補助
○景気動向調査の実施 ○景気動向調査の実施 ○景気動向調査の実施

○課題解決企業訪問の実施 ○課題解決企業訪問の実施 ○課題解決企業訪問の実施
○川越産業博覧会実行委員会 ○川越産業博覧会実行委員会 ○川越産業博覧会実行委員会
　運営費補助 　運営費補助 　運営費補助
○川越市産業振興ビジョンの ○川越市産業振興ビジョンの ○川越市産業振興ビジョンの
推進 推進 推進

○産学公交流会の実施 ○産学公交流会の実施 ○産学公交流会の実施

住宅改修補助事務

○住宅改修補助の実施

　　　209(H16)

22,440(H15)

工業の振興

事業所数（事業所）

にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち

地域経済の活性化と産業振興

工業の振興

Ｈ２２年度 229

市内工業専用地域の面積（ｈａ）
250

4 1 5

目標値

第４章

第１節

施策５

市内工業専用地域の面積（ｈａ）
Ｈ２７年度

（参考）
評価対象
事務事業

商工業振興

　地域経済の活性化を図るため、市内事業者の事業推進及び団体相互の連携強化を
促進します。

事業期間

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

金融機関駐車場一般開放業務

事業名

科目

製造品出荷額等（億円）

企業支援
工業団体等への支援

現状値

1
2
3

工業団地の拡張及び整備

　　　614(H15)
従業者数（人）

事業名

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

　7,042(H15)

商工振興費

事業№ 123 事業課 商工振興課

予算

商工団体補助事務

平成２０年度～平成２２年度

商工業振興

商工費 項 商工費 目款

○住宅改修補助の実施 ○住宅改修補助の実施

継続

（年度又は年度末の値）

事業区分

　　　　

川越産業博覧会実行委員会運営費補助事務
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○川越第二産業整備事業の ○川越第二産業整備事業の ○事業負担金
推進 推進  

 ・道路、上下水道、公園  ・道路、上下水道、公園  
　 等工事 　 等工事  
   
   
　 　  
   
   

   

（参考）
評価対象
事務事業

川越工業団地拡張整備事業
　　
　　
　　
　　

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成１９年度～平成２６年度

事業目標・概要
埼玉県「田園都市産業ゾーン基本方針」に基づき、圏央道の開通を活かした産業集積
の早期実現を図るため、埼玉県と連携し産業団地を整備します。

予算
事業名 川越第二産業団地整備事業負担金（予定）

科目 款 商工費 項 商工費 目 商工振興費

事業区分 新規

事業名 川越第二産業団地整備事業

事業№ 124 事業課 商工振興課
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○小江戸川越春まつり ○小江戸川越春まつり ○小江戸川越春まつり
○縁日大会 ○縁日大会 ○縁日大会
○花火大会 ○花火大会 ○花火大会
○花の散歩道など ○花の散歩道など ○花の散歩道など

事業課 観光課

小江戸川越観光推進協議会

予算
観光費

4,167(H16)

商工費 目

 
年
度
別
事
業
内
容

平成２０年度～平成２２年度

小江戸川越観光推進協議会

　小江戸川越春まつりの推進、花火大会の開催及び小江戸川越の内外に対する宣伝
等の既存事業の推進のほか、新たな観光資源等を発掘して、それらを活用した各種の
観光施策を展開します。

事業期間

事業名

科目 款 商工費 項

新たな観光事業の推進

にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち

観光による地域振興

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

新たな観光事業の推進

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

観光客数（万人）
平均観光消費額（円／人）

第４章

第２節

施策１

観光客数（万人）

4 2

外国人観光客の誘致

現状値

1,000
1,000

　　461(H16)

観光事業の企画・推進

1

目標値

1
2
3
ＩＴによる観光情報の提供

事業区分事業№ 125 継続

事業名

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

（参考）
評価対象
事務事業

小江戸川越観光推進協議会運営事務

（年度又は年度末の値）
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○観光舟運の実施 ○河川整備設計 ○乗船場等整備工事設計
○河川調査 ○河川整備工事
○本格事業化の検討 ○運営組織検討 ○運営組織設立

　

○観光案内所の充実 ○観光案内所の充実 ○観光案内所の充実
○観光案内所の増設の検討 ○観光案内所の増設の検討 ○観光案内所の増設の検討
○各パンフレットの充実 ○各パンフレットの充実 ○各パンフレットの充実
    

 

目

事業名 新河岸川観光舟運

予算
事業名 新河岸川観光舟運

科目 款 商工費 観光費項 商工費

（参考）
評価対象
事務事業

新河岸川観光舟運事業

事業区分 継続事業№ 126 事業課 観光課

観光課

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成１７年度～

事業目標・概要
　回遊ルートの多様化を図るため、新河岸川を利用した観光舟運を新たな観光資源と
して整備し、もって観光客の誘致を促進し、観光振興を推進します。

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

観光費

事業区分 継続

事業名 観光案内

事業№ 127 事業課

事業目標・概要
　観光客の多様なニーズに対応するため、外国語パンフレットの作成及び最新イベント
の情報提供を行うとともに、観光案内所の整備、充実を図ります。また、外国人観光客
の利便性向上を図るため、外国語の堪能なスタッフの配置に努めます。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

目

（参考）
評価対象
事務事業

観光案内所運営事務
観光パンフレット作成事務

○乗船場等整備工事

予算
事業名 観光案内

科目 款 商工費 項 商工費
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○小江戸川越観光振興事業 　 　
　 に対する補助 　
　 ・小江戸川越文化参加 　 　

体験事業 　
・観光客と市民の交流
の場創出

・川越プロモーション映像
コンペによるＰＲ

・市民総コンシェルジェ化
事業　等

○川越ファンの認定 ○川越ファンの認定 ○川越ファンの認定
○川越キャラバン隊の実施 ○川越キャラバン隊の実施 ○川越キャラバン隊の実施
○花を活用した観光施策 ○花を活用した観光施策 ○花を活用した観光施策
の実施 の実施 の実施

○小江戸川越検定補助 ○小江戸川越検定補助
○多言語ホームページの制作 ○多言語ホームページの制作

（参考）
評価対象
事務事業

    
  

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

○伊佐沼の利活用 ○伊佐沼の利活用

事業目標・概要
　観光客1,000万人誘致を目標とした「いつか一度訪ねたい街・川越」「また訪ねたい街・
川越」の実現のために策定した、川越市観光振興計画を推進します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業№ 129

○外国人サポートシステム導入 ○外国人サポートシステム導入

予算
事業名 川越市観光振興計画の推進

科目 款 商工費 目 観光費

事業名 川越市観光振興計画の推進

商工費 項

事業課 観光課 事業区分 新規

　　　　

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

　

（参考）
評価対象
事務事業

事業期間 平成１９年度～平成２０年度

事業目標・概要
　国が進める訪日外国人観光客倍増を目指したビジット・ジャパン・キャンペーンの一環として設
けられた観光ルネサンス補助制度に、「小江戸川越観光振興事業」が採択されたことに伴い、実
施主体である㈳小江戸川越観光協会に対し、補助を行います。

予算
事業名 観光ルネサンス事業補助金

科目 款 商工費 項 商工費 目 観光費

事業区分 新規

事業名 観光ルネサンス事業補助金

事業№ 128 事業課 観光課
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○復元工事 ○活用整備 ○活用整備
　 　
　 　 　

　

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

　　　　

３年次（平成２２年度）

　

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　大正浪漫夢通りから一番街への回遊性を高め、新たな観光スポットの創出のため、
旧笠間家住宅を復元・活用できるよう整備します。

予算
事業名 旧笠間家住宅復元・活用整備

科目 款 商工費 項 商工費 目 観光費

事業区分 新規

事業名 旧笠間家住宅復元・活用整備

事業№ 130 事業課 観光課
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○用地確保 ○活用推進 ○活用推進
○整備基本計画策定
○駐車場整備

観光環境の整備

5

郊外型駐車場の整備1
2
3
4

Ｈ２７年度

広域観光の推進

4 2 2

目標値

第４章

第２節

施策２

にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち

観光による地域振興

観光環境の整備

Ｈ２２年度
観光時間半日以上の観光客割合（％）

（参考）
評価対象
事務事業

郊外型駐車場整備

　観光客用の駐車場不足及び中心市街地の交通渋滞の緩和を図るため、郊外型駐車
場を整備します。

事業期間

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容

平成１９年度～平成２２年度

事業№ 131 事業課 観光課 継続

郊外型駐車場整備

予算
事業名

科目

観光時間半日以上の観光客割合（％）
観光客の満足度（％）

まちの駅の設置
観光施設の整備

現状値

（年度又は年度末の値）

60
70

50.0(H16)
87.7(H16)

郊外型駐車場対策事務

目 観光費

ホスピタリティの啓発

事業名

事業区分

款 商工費 項 商工費
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（基本目標） 

人と自然がともに生きる、 

   地球環境にやさしいまち 



 

 



第５章　環境

　人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち

第１節　総合的かつ計画的な環境行政の推進

施策１　総合的かつ計画的な事業推進

132 環境基本計画推進 環境政策課 

133 環境マネジメントシステム推進 環境政策課

施策２　各主体の参加のためのしくみづくり

132 環境基本計画推進（第５章 第１節 施策１の再掲） 環境政策課 

第２節　循環型社会の構築

施策１　地球温暖化対策の推進

134 庁用自動車管理 管財課

135 節電推進 環境政策課

136 新エネルギー推進 環境政策課

施策２　ごみの減量・資源化

137 ごみ減量等推進 資源循環推進課

138 集団回収の促進 資源循環推進課

139 ごみ減量等啓発 資源循環推進課

140 焼却灰等再資源化事業 環境施設課

施策３　廃棄物の適正処理

141 指導・監視事務 産業廃棄物指導課

142 地域環境美化促進 資源循環推進課

143 西清掃センター等施設整備 環境施設課

144 新清掃センター建設 新清掃センター建設事務所

第３節　環境保全対策の推進

施策１　自然環境の保全

145 緑化推進 環境政策課 

146 緑地保全 環境政策課 

施策２　生活環境の保全

147 大気汚染対策 環境保全課

148 水質汚濁対策 環境保全課

149 その他の公害対策 環境保全課

150 土壌汚染対策 環境保全課
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○第二次川越市環境基本計画 ○第二次川越市環境基本計画 ○第二次川越市環境基本計画
の進行管理（環境基本計画 の進行管理（環境基本計画 の進行管理（環境基本計画

 年次報告書等の作成）  年次報告書等の作成）  年次報告書等の作成）
○市民環境調査 ○市民環境調査 ○市民環境調査 
○かわごえ環境ネットの活動 ○かわごえ環境ネットの活動 ○かわごえ環境ネットの活動
支援 支援 支援

○（仮称）環境行動計画の推進 ○（仮称）環境行動計画の推進 ○（仮称）環境行動計画の推進

5
6

23.4(H17)

1 環境基本計画の推進
2 緑の基本計画の推進

市民の環境に対する満足度（％）

率先実行計画（地球温暖化対策実行計画）の推進

新たな計画等の検討

第５章

第１節

施策１

市民の環境に対する満足度（％）目標値

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

総合的かつ計画的な事業推進

人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち

総合的かつ計画的な環境行政の推進

総合的かつ計画的な事業推進

5 1 1

事業名

事業№ 132 事業課 環境政策課 事業区分 継続

（参考）
評価対象
事務事業

環境基本計画推進

　環境行政を総合的かつ計画的に推進するため、第二次川越市環境基本計画の推進
を図るとともに進行を管理します。

事業期間

環境基本計画年次報告書等作成
市民環境調査

平成２０年度～平成２２年度

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

環境マネジメントシステムの推進

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

50以上
60以上

（年度又は年度末の値）

一般廃棄物処理基本計画の推進

現状値

3
4

かわごえ環境ネット協働事業
公共施設雨水利用施設設置事業（とりまとめ）

環境基本計画推進

予算
事業名

科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費
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○環境マネジメントシステム ○環境マネジメントシステム ○環境マネジメントシステム
に基づく組織的な管理によ に基づく組織的な管理によ に基づく組織的な管理によ
る環境配慮の推進 る環境配慮の推進 る環境配慮の推進

○環境マネジメントシステム ○環境マネジメントシステム ○環境マネジメントシステム
の見直し、改善 の見直し、改善 の見直し、改善

○環境マネジメントシステム ○環境マネジメントシステム ○環境マネジメントシステム
の更新審査の受審 の定期審査の受審 の定期審査の受審

事業区分 継続

事業名 環境マネジメントシステム推進

事業№ 133 事業課 環境政策課

（参考）
評価対象
事務事業

環境マネジメントシステム推進事業

予算
事業名 環境マネジメントシステム推進

科目 款 衛生費 項 保健衛生費 環境衛生費目

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　地球温暖化対策に貢献するとともに環境行政の効率的な推進を図るため、市内の
事業者であり地方自治を担う川越市が、率先して地球環境に与える影響を継続的に
改善します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業（５－１－１　「総合的かつ計画的な事業推進」の再掲）

○第二次川越市環境基本計画 ○第二次川越市環境基本計画 ○第二次川越市環境基本計画
の進行管理（環境基本計画 の進行管理（環境基本計画 の進行管理（環境基本計画

 年次報告書等の作成）  年次報告書等の作成）  年次報告書等の作成）
○市民環境調査 ○市民環境調査 ○市民環境調査 
○かわごえ環境ネットの活動 ○かわごえ環境ネットの活動 ○かわごえ環境ネットの活動
支援 支援 支援

○（仮称）環境行動計画の推進 ○（仮称）環境行動計画の推進 ○（仮称）環境行動計画の推進

かわごえ環境ネット協働事業
公共施設雨水利用施設設置事業（とりまとめ）

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

環境基本計画年次報告書等作成
市民環境調査

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　環境行政を総合的かつ計画的に推進するため、第二次川越市環境基本計画の推進
を図るとともに進行を管理します。

予算
事業名 環境基本計画推進

科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費

事業区分 継続

事業名 環境基本計画推進

事業№ 132 事業課 環境政策課

目標値 かわごえ環境ネット主催の事業及び行事数（回）

第５章 人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち

第１節 総合的かつ計画的な環境行政の推進

施策２ 各主体の参加のためのしくみづくり

Ｈ２２年度 40以上

かわごえ環境ネット主催の事業及び行事数（回） 　34(H16)
かわごえ環境ネットの会員数（団体・個人） 150(H16)

（年度又は年度末の値）

2 環境学習の推進

5 1 2 各主体の参加のためのしくみづくり

Ｈ２７年度 50以上

現状値

3 市民・事業者の取組の支援

1 パートナーシップの形成
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○８都県市指定低公害車の導 ○８都県市指定低公害車の導 ○８都県市指定低公害車の導
入 入 入

○公用車の維持管理 ○公用車の維持管理 ○公用車の維持管理
○公用車の運行管理 ○公用車の運行管理 ○公用車の運行管理
○安全運転指導 ○安全運転指導 ○安全運転指導

（年度又は年度末の値）

5 2 1 地球温暖化対策の推進

第５章 人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち

第２節 循環型社会の構築

施策１ 地球温暖化対策の推進

目標値
家庭における電力・ガス由来の二酸化炭素排出量（ｋｇ－ＣＯ２／年・世帯）

Ｈ２２年度 2,290
Ｈ２７年度 2,220

市内太陽光発電システムの累積発電出力（ｋW）
Ｈ２２年度 6,300
Ｈ２７年度 9,050

現状値
家庭における電力・ガス由来の二酸化炭素排出量（ｋｇ－ＣＯ２／年・世帯） 2,373(H16)
市内太陽光発電システムの累積発電出力（ｋW） 3,107(H16)

1 省エネルギーの推進
2 新エネルギーの導入促進
3 その他地球温暖化対策の推進

財産管理費目

庁用自動車管理

事業名

事業№ 134 事業課 管財課

公用車低公害車導入事業

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　公用車の安全で効率的な運行管理を行うため適正な維持管理を行うとともに、二酸
化炭素排出量を削減するため公用車の新規・更新時に低公害車の導入を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

庁用自動車管理事務

事業区分 継続

庁用自動車管理

予算
事業名

科目 款 総務費 項 総務管理費
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○ ○ ○
○エコチャレンジファミリー認定 ○エコチャレンジファミリー認定 ○エコチャレンジファミリー認定
○エコチャレンジカンパニーの広場推進 ○エコチャレンジカンパニーの広場推進 ○エコチャレンジカンパニーの広場推進
○エコチャレンジイベント認定 ○エコチャレンジイベント認定 ○エコチャレンジイベント認定
○省エネ啓発事業 ○省エネ啓発事業 ○省エネ啓発事業
○ ○ ○

○ ○ ○

○住宅用太陽光発電システム ○住宅用太陽光発電システム ○住宅用太陽光発電システム
設置費補助 設置費補助 設置費補助

○公共施設太陽光発電導入推 ○公共施設太陽光発電導入推 ○公共施設太陽光発電導入推
進 進 進

○燃料電池等の新エネルギー ○燃料電池等の新エネルギー ○燃料電池等の新エネルギー
導入の検討 導入の検討 導入の検討

○燃料電池等の新エネルギー ○燃料電池等の新エネルギー ○燃料電池等の新エネルギー
普及促進事業の検討 普及促進事業の検討 普及促進事業の検討

仮称地球温暖化対策地域推
進計画の策定

仮称地球温暖化対策条例に
係る事業者への指導及び市
民への啓発
仮称地球温暖化対策地域推
進計画の進行管理

公共施設太陽光発電導入事業

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

住宅用太陽光発電システム設置費補助事業

事業目標・概要
　二酸化炭素等の温室効果ガスを削減することにより地球温暖化防止に貢献するた
め、太陽光発電システム等の新エネルギーの導入を推進します。

予算
事業名 新エネルギー推進

科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費

事業区分 継続

事業名 新エネルギー推進

事業№ 136 事業課 環境政策課

事業区分 継続

予算
事業名 節電推進

科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費

事業名 節電推進

事業№ 135 事業課 環境政策課

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　地球温暖化防止などの環境問題の改善に取り組むため、自ら省エネ、省資源に取り
組むとともに市域への普及啓発を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

１％節電プラス１（ワン）運動推進 １％節電プラス１（ワン）運動推進 １％節電プラス１（ワン）運動推進

仮称地球温暖化対策条例に
係る事業者への指導及び市
民への啓発
仮称地球温暖化対策地域推
進計画の進行管理

仮称地球温暖化対策条例に
係る事業者への指導及び市
民への啓発

（参考）
評価対象
事務事業

市民・事業者向け省エネ啓発事業

エコチャレンジファミリー認定事業
エコチャレンジイベント認定事業

１％節電プラス１（ワン）運動推進事業
（地球温暖化対策実行計画推進事業）
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○家庭用生ごみ処理機器購入 ○家庭用生ごみ処理機器購入 ○家庭用生ごみ処理機器購入
費補助 費補助 費補助

○集合住宅生ごみ処理事業 ○集合住宅生ごみ処理事業 ○集合住宅生ごみ処理事業
○布類拠点回収事業 ○布類拠点回収事業 ○布類拠点回収事業
○草木類チップ化事業 ○草木類チップ化事業 ○草木類チップ化事業
○家庭ごみ有料化の検討 ○家庭ごみ有料化の検討 ○家庭ごみ有料化の検討
○事業所共同リサイクルシス ○事業所共同リサイクルシス ○事業所共同リサイクルシス
テムの検討 テムの検討 テムの検討

　

（参考）
評価対象
事務事業

ごみ減量等推進

　焼却処理に伴う二酸化炭素の排出を抑えることにより地球温暖化を抑制するため、ご
みの減量・資源化を推進し、循環型社会の構築を目指します。

事業期間

草木類チップ化事業

事業目標・概要

布類拠点回収事業

目 環境衛生費

25以上
30以上

事業名 ごみ減量等推進

2
3

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

リサイクル率（％） 24.1(H16)

（年度又は年度末の値）

事業№ 137 事業課 資源循環推進課

1 減量化の推進

平成２０年度～平成２２年度

衛生費 項 保健衛生費
予算

事業名

科目 款

循環型社会の構築

ごみの減量・資源化

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

資源化の推進
市民・事業者への啓発

現状値

事業区分 継続

 
年
度
別
事
業
内
容

5 2 2

目標値

第５章

第２節

施策２

リサイクル率（％）

ごみの減量・資源化

人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち

３年次（平成２２年度）

庁内ごみ減量事業

多量排出事業者制度
不用品交換情報登録制度

生ごみ処理補助事業
集合住宅生ごみ処理事業
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○実施団体への報償金交付 ○実施団体への報償金交付 ○実施団体への報償金交付
○協力業者への補助金交付 ○協力業者への補助金交付 ○協力業者への補助金交付
○優良団体の表彰 ○優良団体の表彰 ○優良団体の表彰

○エコストア、エコオフィス ○エコストア、エコオフィス ○エコストア、エコオフィス
の認定 の認定 の認定

○ポスターコンクール ○ポスターコンクール ○ポスターコンクール
○夏休み親子リサイクル体験 ○夏休み親子リサイクル体験 ○夏休み親子リサイクル体験
ツアー ツアー ツアー

○フリーマーケット開催 ○フリーマーケット開催 ○フリーマーケット開催
○リサイクルショップ情報 ○リサイクルショップ情報 ○リサイクルショップ情報
○マイバッグ運動促進 ○マイバッグ運動促進 ○マイバッグ運動促進
○川越ブランド製品作成 ○川越ブランド製品作成 ○川越ブランド製品作成

集団回収促進事業

事業№ 138

事業名 集団回収の促進

事業課 資源循環推進課 事業区分 継続

事業目標・概要
　ごみの減量・資源化を図るため、自治会や子ども会等が自主的に実施している集団
回収を支援します。

予算
事業名 集団回収の促進

科目 衛生費 項 保健衛生費

事業期間

事業名 ごみ減量等啓発

ごみ減量等啓発

事業区分 継続事業№ 139 事業課 資源循環推進課

環境衛生費

　市民の意識の向上を図ることにより資源の有効利用及びごみの減量・資源化を推進
するため、ごみ問題の啓発を図ります。

款 衛生費

平成２０年度～平成２２年度

事業名

事業目標・概要

保健衛生費 目科目 項

事業期間

予算

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

平成２０年度～平成２２年度

目 環境衛生費款

（参考）
評価対象
事務事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

ごみ減量啓発事業
川越ブランド製品作成事業
エコストア・エコオフィス認定制度

（参考）
評価対象
事務事業
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○東清掃センター ○東清掃センター ○東清掃センター
　 ・セメント原料化による資源 　 ・セメント原料化による資源 　 ・セメント原料化による資源
　 　化 　 　化 　 　化
○西清掃センター ○西清掃センター ○新清掃センター
・セメント原料化による資源 ・セメント原料化による資源 ・山元還元による資源化
　化 　化
・溶融スラグ化による資源化 ・溶融スラグ化による資源化

予算
事業名 焼却灰等再資源化及び最終処分委託

科目

事業区分 継続

事業名 焼却灰等再資源化事業

事業№ 140 事業課 環境施設課

塵芥処理費

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　ごみの資源化及び最終処分場の延命化を図るため、清掃センターから発生する焼却
灰のセメント原料化等を推進します。

清掃費 目款 衛生費 項

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

焼却灰等再資源化事業
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○産業廃棄物指導監視 ○産業廃棄物指導監視 ○産業廃棄物指導監視
・立入検査、指導 ・立入検査、指導 ・立入検査、指導

○ＰＣＢ廃棄物指導監視 ○ＰＣＢ廃棄物指導監視 ○ＰＣＢ廃棄物指導監視
・立入検査、指導 ・立入検査、指導 ・立入検査、指導

○建設廃棄物指導監視 ○建設廃棄物指導監視 ○建設廃棄物指導監視
・立入調査 ・立入調査 ・立入調査

○産業廃棄物不適正処理監視 ○産業廃棄物不適正処理監視 ○産業廃棄物不適正処理監視
・不法投棄常習箇所等巡回監視 ・不法投棄常習箇所等巡回監視 ・不法投棄常習箇所等巡回監視
・不適正処理等監視員による監視 ・不適正処理等監視員による監視 ・不適正処理等監視員による監視
　パトロール、立入検査 　パトロール、立入検査 　パトロール、立入検査

1

産業廃棄物の適正処理3

5 2 3

目標値

第５章

第２節

一般廃棄物（し尿）の適正処理

廃棄物の適正処理

継続事業№ 141 事業課 産業廃棄物指導課

施策３

最終処分量（トン）

人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち

循環型社会の構築

廃棄物の適正処理

Ｈ２２年度 7,500
6,500Ｈ２７年度

　産業廃棄物の適正処理を確保するため、産業廃棄物処理業等許可業者に対する指
導及び産業廃棄物の不法投棄などの不適正処理に対する監視・指導を行います。

事業期間

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

平成２０年度～平成２２年度

現状値

不法投棄対策の徹底

事業名

最終処分量（トン）

（年度又は年度末の値）

4

一般廃棄物（ごみ）の適正処理

10,581(H16)

事業区分

2

指導・監視事務

衛生費 項 清掃費 目 産業廃棄物対策費

指導・監視事務

建設廃棄物指導監視事業

産業廃棄物指導監視事業
ＰＣＢ廃棄物指導監視事業（参考）

評価対象
事務事業 産業廃棄物不適正処理監視等業務

予算
事業名

科目 款
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○クリーン川越市民運動（ごみ ○クリーン川越市民運動（ごみ ○クリーン川越市民運動（ごみ
ゼロ運動）の実施 ゼロ運動）の実施 ゼロ運動）の実施

○環境美化活動支援制度の実 ○環境美化活動支援制度の実 ○環境美化活動支援制度の実
施 施 施

○路上喫煙防止条例の推進 ○路上喫煙防止条例の推進 ○路上喫煙防止条例の推進

○焼却施設の補修整備 ○焼却施設の補修整備 ○西清掃センター解体工事に
○ごみ処理施設整備計画の 伴う調査
策定

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

クリーン川越市民運動促進事業
環境美化活動支援制度

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　不法投棄や散乱ごみ対策を行うことにより、散乱ごみのない美しいまちにするため、クリーン
川越市民運動（ごみゼロ運動）の推進と各団体が行っている自主的な清掃活動を支援するとと
もに、路上喫煙の規制により重点区域内の散乱ごみ防止を推進します。

予算
事業名 地域環境美化促進

科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費

事業区分 継続

事業名 地域環境美化促進

事業№ 142 事業課 資源循環推進課

 
年
度
別
事
業
内
容

事業№ 143

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　老朽化の著しい西清掃センター等の安定的な稼動を維持し、トラブルを未然に防止す
るため、主要設備の補修整備を行うことにより適正な維持管理を図ります。

目 塵芥処理費

西清掃センター補修整備

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

事業課 環境施設課 事業区分 継続

事業名 西清掃センター等施設整備

予算
事業名 西清掃センター等施設整備

科目 款 衛生費 項 清掃費
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○熱回収施設（ごみ焼却施設） ○熱回収施設（ごみ焼却施設）
の建設 の建設

○リサイクル処理棟の建設 ○リサイクル処理棟の建設
○啓発施設等の建設及び外構 ○啓発施設等の建設及び外構
工事 工事

  

事業区分 継続

事業期間 平成３年度～平成２１年度

事業№ 144 事業課 新清掃センター建設事務所

予算
事業名 新清掃センター建設

科目

事業目標・概要

事業名 新清掃センター建設

清掃費 目 新清掃センター建設費

　西清掃センターの老朽化及びごみ質の多様化に対応し、更に資源循環型社会の形
成に資する新清掃センターを建設します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度）

（参考）
評価対象
事務事業

項

３年次（平成２２年度）２年次（平成２１年度）

款 衛生費
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○苗木配布 ○苗木配布 ○苗木配布
○花いっぱい運動 ○花いっぱい運動 ○花いっぱい運動
○公共施設の緑化 ○公共施設の緑化 ○公共施設の緑化
○緑の募金 ○緑の募金 ○緑の募金
○生け垣設置補助 ○生け垣設置補助 ○生け垣設置補助
○みんなで育てる緑のパートナ ○みんなで育てる緑のパートナ ○みんなで育てる緑のパートナ
ー制度 ー制度 ー制度

○西口壁画架け替え ○西口壁画架け替え ○西口壁画架け替え
○屋上緑化・壁面緑化補助 ○屋上緑化・壁面緑化補助 ○屋上緑化・壁面緑化補助

　 　

事業名

平成２０年度～平成２２年度

緑化推進

事業期間

予算
事業名

科目 款 衛生費 項

生け垣設置補助金交付事業

苗木配布事業
公共施設緑化事業

花いっぱい運動

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容

　緑豊かなまちづくりを推進するため、市内の緑化を推進するとともに、市民の緑化意
識の啓発を図ります。

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

施策１ 自然環境の保全

緑地面積（ｈａ）
雑木林等の公有地化面積（㎡） 66,209(H16)

3

5 3

水辺環境の保全

現状値
2,880(H16)

緑の保全と活用

1

第５章

第３節

緑化推進

自然環境の保全

人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち

環境保全対策の推進

緑の創出

（年度又は年度末の値）

事業№ 145 事業課 環境政策課 事業区分

1
2

継続

保健衛生費 目 緑地対策費

（参考）
評価対象
事務事業
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○くぬぎ山自然再生 ○くぬぎ山自然再生 ○くぬぎ山自然再生
○保存樹木・樹林指定 ○保存樹木・樹林指定 ○保存樹木・樹林指定
○市民の森指定 ○市民の森指定 ○市民の森指定
○アメリカシロヒトリ防除 ○アメリカシロヒトリ防除 ○アメリカシロヒトリ防除
○緑の基金積立 ○緑の基金積立 ○緑の基金積立
　

（参考）
評価対象
事務事業

項 保健衛生費 目

事業名 緑地保全

予算
事業名 緑地保全

科目 款 衛生費 緑地対策費

保存樹木・樹林指定事業
市民の森指定事業
アメリカシロヒトリ防除事業
くぬぎ山自然再生事業

事業№ 146 事業課 環境政策課 事業区分 継続

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
市内における緑地の保全及び市民の憩いの場を提供するため、樹林地等緑地の保全
を図ります。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○大気汚染規制 ○大気汚染規制 ○大気汚染規制
・法、条例対象施設への立 ・法、条例対象施設への立 ・法、条例対象施設への立
　入調査、指導 　入調査、指導 　入調査、指導

○大気汚染監視 ○大気汚染監視 ○大気汚染監視
・有害大気汚染物質等の汚 ・有害大気汚染物質等の汚 ・有害大気汚染物質等の汚
　染状況の調査、公表 　染状況の調査、公表 　染状況の調査、公表

○低公害車普及啓発 ○低公害車普及啓発 ○低公害車普及啓発
○アイドリングストップ運動 ○アイドリングストップ運動 ○アイドリングストップ運動
○ノーカーデーの実施 ○ノーカーデーの実施 ○ノーカーデーの実施
○特定化学物質の管理促進 ○特定化学物質の管理促進 ○特定化学物質の管理促進

5 監視・調査体制の充実

（年度又は年度末の値）

目標値

現状値
大気環境基準達成状況（％） 75(H16)
公共用水域環境基準達成状況（％） 92(H16)

公共用水域環境基準達成状況（％）

Ｈ２７年度

化学物質対策

大気環境の保全

5 3

3
4

1
2

2

施策２

人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち

環境保全対策の推進

生活環境の保全

生活環境の保全

Ｈ２２年度
大気環境基準達成状況（％）

（参考）
評価対象
事務事業

大気汚染対策

　固定発生源対策と移動発生源に対しての啓発を行い、大気汚染の未然防止を図ると
ともに市内の汚染状況を監視します。また、化学物質の現状を把握し、集計結果を公表
します。

事業期間

１年次（平成２０年度）

第５章

第３節

２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容

事業区分

Ｈ２７年度

騒音・振動・悪臭対策

特定化学物質管理促進

水・土壌環境の保全

事業名

大気汚染規制
大気汚染監視

平成２０年度～平成２２年度

事業№

85
100
95
100

Ｈ２２年度

大気保全啓発

147 事業課 環境保全課 継続

大気汚染対策

予算
事業名

科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 公害対策費
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○水質汚濁規制 ○水質汚濁規制 ○水質汚濁規制
・事業所排水立入調査 ・事業所排水立入調査 ・事業所排水立入調査
・事業所排水ダイオキシン類 ・事業所排水ダイオキシン類 ・事業所排水ダイオキシン類
　調査 　調査 　調査

○河川水質監視 ○河川水質監視 ○河川水質監視
・河川水質等調査 ・河川水質等調査 ・河川水質等調査
・伊佐沼関連調査 ・伊佐沼関連調査 ・伊佐沼関連調査

○地下水質監視 ○地下水質監視 ○地下水質監視
・地下水質概況調査 ・地下水質概況調査 ・地下水質概況調査
・地下水質モニタリング調査 ・地下水質モニタリング調査 ・地下水質モニタリング調査

○騒音・振動・悪臭対策 ○騒音・振動・悪臭対策 ○騒音・振動・悪臭対策
・公害苦情対応 ・公害苦情対応 ・公害苦情対応
・臭気調査委託 ・臭気調査委託 ・臭気調査委託

○自動車騒音監視 ○自動車騒音監視 ○自動車騒音監視
・自動車交通公害調査（騒 ・自動車交通公害調査（騒 ・自動車交通公害調査（騒
　音・交通量） 　音・交通量） 　音・交通量）
・自動車騒音常時監視及び ・自動車騒音常時監視及び ・自動車騒音常時監視及び
　現地調査 　現地調査 　現地調査

○公害防止組織整備促進 ○公害防止組織整備促進 ○公害防止組織整備促進
・公害防止管理者等選任指導 ・公害防止管理者等選任指導 ・公害防止管理者等選任指導

公害防止組織整備促進
あき地の環境保全

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

騒音・振動・悪臭対策
自動車騒音監視

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　身近な生活環境の保全を図るため、騒音・振動・悪臭に関する対策を行うとともに、市
内主要道路の自動車騒音の監視を行います。

予算
事業名 その他の公害対策

科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 公害対策費

事業区分 継続

事業名 その他の公害対策

事業№ 149 事業課 環境保全課

事業目標・概要
　健康被害の防止や今後の浄化対策等に役立てるため、公共用水域及び地下水の水
質等を調査し、環境基準の達成状況等汚濁状況を把握します。また、水環境を保全す
るため、事業所排水を調査し、排水基準の遵守を確保します。

地下水質監視

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

公害対策費目

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業名 水質汚濁対策

予算
事業名 水質汚濁対策

科目 款 衛生費 項 保健衛生費

事業№ 148 事業課 環境保全課 事業区分 継続

水質保全啓発

水質汚濁規制
河川水質監視
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○土壌汚染規制 ○土壌汚染規制 ○土壌汚染規制
・土壌汚染対策法指定地域 ・土壌汚染対策法指定地域 ・土壌汚染対策法指定地域
等周辺調査 等周辺調査 等周辺調査
・土壌汚染調査指導 ・土壌汚染調査指導 ・土壌汚染調査指導
・土壌汚染対策指導 ・土壌汚染対策指導 ・土壌汚染対策指導

○土壌汚染監視 ○土壌汚染監視 ○土壌汚染監視
・土壌ダイオキシン類の調査 ・土壌ダイオキシン類の調査 ・土壌ダイオキシン類の調査

事業区分 継続

事業名 土壌汚染対策

事業№ 150 事業課 環境保全課

予算
事業名 土壌汚染対策

科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 公害対策費

３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　事業所の廃止等に伴う土壌汚染防止対策等指導及び土壌のダイオキシン類の調査
を行うことにより、人の健康被害を防止し、土壌環境を保全します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

土壌汚染規制
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第６章　地域社会と市民生活

　人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち

第１節　ふれあいと思いやりのある地域社会の形成

施策１　地域コミュニティ活動の推進

151 仮称大東地区地域ふれあいセンター整備 政策企画課

152 コミュニティ施設特別整備 市民活動支援課

施策２　平和で思いやりのある地域社会づくり

153 平和施策 総務課

154 啓発事業 人権推進課

施策３　男女共同参画社会の実現

155 男女共同参画推進 男女共同参画課

施策４　青少年健全育成の推進

156 青少年育成体制の充実 青少年課

157 児童遊園新設・整備 青少年課

158 仮称学生・ボランティアバンク制度 青少年課

第２節　安全で安心な暮らしの確保

施策１　防災体制の整備

159 防災施設設置管理 防災危機管理課

160 防災事務 防災危機管理課

施策２　消防・救急体制の整備

161 消防局庁舎建設 消防局総務課

162 消防庁舎改修 消防局総務課

163 消防車両整備 消防局警防課

164 川越市消防団消防車両整備 消防局警防課

165 消防資器材整備 消防局警防課

166 川越市消防水利の増設 消防局警防課

167 救急高度化の推進 消防局救急課

168 消防通信整備 消防局指揮統制課

施策３　防犯対策の推進

169 防犯のまちづくり推進 安全安心生活課

170 防犯灯整備 安全安心生活課

施策４　交通安全対策の推進

171 放置自転車防止対策推進 安全安心生活課

施策５　消費者対策の推進

172 消費生活対策 安全安心生活課

施策６　葬祭事業の充実

173 斎場整備推進 市民課
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○地質・地積調査 ○用地取得 ○造成工事
○基本設計 ○施設建設工事
○実施設計 ○道水路等整備

企画費

政策企画課 事業区分 継続

２年次（平成２１年度）

総務管理費 目

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

85.0
90.0

事業№ 151

事業名

事業課

（参考）
評価対象
事務事業

仮称大東地区地域ふれあいセンター整備

　大東地区の地域友好、文化交流及び健康増進を支援するため、施設の整備を図り
ます。

事業期間

１年次（平成２０年度）

項

事業目標・概要

平成５年度～

ふれあいと思いやりのある地域社会の形成

地域コミュニティ活動の推進

 
年
度
別
事
業
内
容

仮称大東地区地域ふれあいセンター整備

予算
事業名

科目 款 総務費

３年次（平成２２年度）

6 1 1

目標値

第６章

第１節

施策１

自治会加入率（％）

地域コミュニティ活動の推進

人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち

自治会加入率（％）

1
2
3

コミュニティ意識の形成

84.6(H17)

コミュニティ活動の促進
コミュニティ施設の充実

現状値

（年度又は年度末の値）
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○野田町１丁目自治会 ○南古谷団地自治会 ○元町１丁目自治会
○今成１丁目自治会
○下広谷南自治会

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　地域コミュニティ活動の推進を図るため、活動の中心的施設である集会施設の新
築・改築に対して補助を行います。

予算
事業名 コミュニティ施設特別整備

科目 款 総務費 項 総務管理費 自治振興費目

事業区分 継続

（参考）
評価対象
事務事業

コミュニティ施設特別整備事業

事業名 コミュニティ施設特別整備

事業№ 152 事業課 市民活動支援課
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○平和標語の募集 ○平和標語の募集 ○平和標語の募集
○広島平和記念式典への参加 ○広島平和記念式典への参加 ○広島平和記念式典への参加
○原爆写真展の開催 ○原爆写真展の開催 ○原爆写真展の開催
○埼玉県平和資料館等見学会 ○埼玉県平和資料館等見学会 ○埼玉県平和資料館等見学会
の実施 の実施 の実施

項 総務管理費

平成２０年度～平成２２年度

事業名

科目 款 総務費

事業№ 153 事業課 総務課 事業区分 継続

平和施策

予算

事業目標・概要
　平和を愛する社会づくりを推進するため、平和都市宣言の趣旨に基づき、各種の平
和施策事業を実施します。

事業期間

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度）

（参考）
評価対象
事務事業

平和施策

3 平和意識の高揚
4 市民相談の充実

1 人権施策の推進
2 人権教育の充実

6 1 2 平和で思いやりのある地域社会づくり

市民相談件数（件）
（年度又は年度末の値）

現状値
3,420(H16)

施策２ 平和で思いやりのある地域社会づくり

２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

6,091(H16)
人権教育指導者養成講座参加者人数（人）

目 一般管理費

事業名

平和施策

第６章 人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち

第１節 ふれあいと思いやりのある地域社会の形成
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○講演会の開催 ○講演会の開催 ○講演会の開催
○啓発ビデオの貸出 ○啓発ビデオの貸出 ○啓発ビデオの貸出
○啓発冊子の配布 ○啓発冊子の配布 ○啓発冊子の配布
○啓発用品の作成・配布 ○啓発用品の作成・配布 ○啓発用品の作成・配布
○講演録の作成・配布 ○講演録の作成・配布 ○講演録の作成・配布

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

予算
事業名 啓発事業

科目 款 総務費 項 総務管理費 目 人権推進費

事業名 啓発事業

事業№ 154 事業課 人権推進課

事業目標・概要 　人権問題についての正しい理解と認識を深めるため、各種啓発活動を行います。

（参考）
評価対象
事務事業

事業区分 継続

人権啓発事業

事業期間 平成２０年度～平成２２年度
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○意識啓発 ○意識啓発 ○意識啓発
○団体・人材育成 ○団体・人材育成 ○団体・人材育成
○審議会等登用促進 ○審議会等登用促進 ○審議会等登用促進
○相談体制充実 ○相談体制充実 ○相談体制充実
○調査・研究 ○調査・研究 ○調査・研究
○活動拠点整備 ○活動拠点整備 ○活動拠点整備
○推進体制整備 ○推進体制整備 ○推進体制整備
○基本計画進行管理 ○基本計画進行管理 ○基本計画進行管理

事業区分 継続

男女共同参画推進

予算
事業名

科目 款 総務費 項 総務管理費

事業№ 155 事業課 男女共同参画課

推進体制整備事業
審議会等登用促進事業 計画管理事業
教育・研修事業 各種相談事業

３年次（平成２２年度）

調査・研究事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

（参考）
評価対象
事務事業

普及啓発事業 活動拠点等整備事業
団体育成事業

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　男女が互いの人権を尊重するとともに、責任を分かち合い、あらゆる分野でその個
性と能力を発揮することができる男女共同参画社会の実現を図るため、啓発、団体・
人材育成、各種相談及び男女共同参画基本計画の進行管理等を行います。

男女共同参画推進費目

男女共同参画推進

事業名

3 多様な生き方が選択できる環境づくり
4 推進体制の整備・充実

1 人権の尊重と男女共同参画への意識づくり
2 あらゆる分野への男女共同参画の促進

Ｈ２７年度 0

現状値
各種審議会等への女性委員の登用割合（％） 27.0(H17)
性別による固定的役割分担意識度（％） 10.9(H17)

男女共同参画社会の実現

目標値
各種審議会等への女性委員の登用割合（％）

Ｈ２２年度 35以上
Ｈ２７年度 40以上

性別による固定的役割分担意識度（％）
Ｈ２２年度 5以内

（年度又は年度末の値）

6 1 3 男女共同参画社会の実現

第６章 人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち

第１節 ふれあいと思いやりのある地域社会の形成

施策３
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○青少年健全育成川越市民大 ○青少年健全育成川越市民大 ○青少年健全育成川越市民大
会 会 会

○青少年を育てる市民会議の ○青少年を育てる市民会議の ○青少年を育てる市民会議の
育成補助 育成補助 育成補助

○青少年問題協議会 ○青少年問題協議会 ○青少年問題協議会

青少年育成体制の充実

民生費 項 社会福祉費 目 青少年対策費

1
2
3
4

事業№ 156 事業課

青少年の人権擁護の推進

青少年課 事業区分 継続

6 1 4

目標値

第６章

第１節

施策４

青少年の社会参加人数（人）

子ども１１０番の家事業（実施地区）

青少年健全育成の推進

人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち

ふれあいと思いやりのある地域社会の形成

青少年健全育成の推進

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

青少年の社会参加人数（人）
子ども１１０番の家事業（実施地区）

協力体制の拡充
青少年施設の整備・充実

現状値

平成２０年度～平成２２年度

予算
事業名

科目 款

（参考）
評価対象
事務事業

青少年育成体制の充実

　青少年が自ら夢を育み、幅広く活躍できるような環境を築くため、総合的な施策を推
進するとともに、関係機関との連携を図ります。

事業期間

青少年指導者の養成確保

子ども１１０番の家事業
青少年健全育成川越市民大会事業

 
年
度
別
事
業
内
容

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

事業名

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

1,500
2,000

1,065(H16)

21
22

　　　15(H16)
（年度又は年度末の値）

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度

体験学習事業

(財)川越市青少年健全育成協会との連携
青少年育成推進員事業

青少年を育てる市民会議等との連携協力 （仮）青少年の居場所づくり事業

青少年の社会参加の推進
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○新設 ○新設 ○新設
○整備 ○整備 ○整備
○遊具等施設の安全点検 ○遊具等施設の安全点検 ○遊具等施設の安全点検
   

○青少年ボランティア団体等と ○仮称学生・ボランティアバン ○仮称学生・ボランティアバン
の調整 ク制度の発足 ク制度の運営

（参考）
評価対象
事務事業

３年次（平成２２年度）

青少年自主活動の推進

科目 款 民生費 項

事業目標・概要

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

（参考）
評価対象
事務事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

予算
事業名 児童遊園新設・整備

科目 款 民生費 項 社会福祉費

事業名 仮称学生・ボランティアバンク制度

社会福祉費 目 青少年対策費

　学生及び青少年の積極的なボランティア活動への社会参加を支援し、青少年が幅
広く活躍できる社会を築くため、仮称学生・ボランティアバンク制度を発足します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

事業区分 継続

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業№ 158 事業課 青少年課

予算
事業名

目 青少年対策費

児童遊園の整備充実

事業目標・概要
　幼児及び児童を交通禍から守り、地域における健全な育成を推進するため、既設の
児童遊園の整備並びに児童遊園の新設を行い、遊びを創造できる自由な空間の形成
を図ります。

事業№ 157 事業課 青少年課 事業区分 継続

事業名 児童遊園新設・整備
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○国からの緊急情報に対応可 ○国からの緊急情報に対応可 ○国からの緊急情報に対応可
能な防災行政無線の整備 能な防災行政無線の整備 能な防災行政無線の整備
・充実 ・充実 ・充実

○災害用給水井戸の整備・充実 ○災害用給水井戸の整備・充実 ○災害用給水井戸の整備・充実
○災害備蓄庫、災害備蓄品の ○災害備蓄庫、災害備蓄品の ○災害備蓄庫、災害備蓄品の
整備・充実 整備・充実 整備・充実

○総合防災センターに関する ○総合防災センターに関する ○総合防災センターに関する
計画の検討 計画の作成 計画の作成

○防災広場推進事業 ○防災広場推進事業 ○防災広場推進事業
○地域防災拠点の整備 ○地域防災拠点の整備 ○地域防災拠点の整備

予算
事業名

科目 款

（参考）
評価対象
事務事業

災害備蓄庫･災害備蓄品の整備・充実

防災行政無線の管理・充実
災害用給水井戸の整備・充実

防災施設設置管理

消防費 項 消防費 目 防災費

防災施設設置管理

現状値

危機管理体制の整備

事業名

自主防災組織結成率（％）

（年度又は年度末の値）

4

地域防災計画の推進

41.1(H16)

事業区分

2

　市民の生命、身体及び財産を災害から守るため、防災施設の整備、充実を図りま
す。

事業期間

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

平成２０年度～平成２２年度

防災体制の整備

Ｈ２２年度 80.0
－Ｈ２７年度

防災体制の整備

継続事業№ 159 事業課 防災危機管理課

施策１

自主防災組織結成率（％）

人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち

安全で安心な暮らしの確保

1

防災意識の普及・高揚3

6 2 1

目標値

第６章

第２節

災害応急対策の充実
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○災害時緊急マニュアルの周 ○災害時緊急マニュアルの周 ○災害時緊急マニュアルの周
知徹底 知徹底 知徹底

○自主防災組織の育成・強化 ○自主防災組織の育成・強化 ○自主防災組織の育成・強化
○災害時応援協定の締結 ○災害時応援協定の締結 ○災害時応援協定の締結
○地域防災訓練の充実 ○地域防災訓練の充実 ○地域防災訓練の充実
○総合防災訓練の実施 ○総合防災訓練の実施 ○総合防災訓練の実施
○地域防災計画修正の検討 ○地域防災計画修正の検討 ○地域防災計画修正の検討
○災害用医薬品等の備蓄 ○災害用医薬品等の備蓄 ○災害用医薬品等の備蓄
○仮称家庭菜園等防災化事業 ○仮称家庭菜園等防災化事業 ○仮称家庭菜園等防災化事業

地域防災計画の推進

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

防災意識の普及・高揚
災害応急対策の充実

防災事務

予算
事業名 防災事務

科目 款 消防費 項 消防費 防災費

事業区分

（参考）
評価対象
事務事業

事業№ 160

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

継続

事業名

事業目標・概要
　市民の生命、身体及び財産を災害から守るため、災害予防、災害応急対策並びに
災害復旧等の災害対策を実施します。

目

事業課 防災危機管理課
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○調査研究 ○用地交渉等 ○実施設計
　 ○基本設計
　 ○地質調査

　
　

（参考）
評価対象
事務事業

継続

消防局庁舎建設

予算
事業名

会　計

消防局総務課 事業区分161 事業課

3
4

1
2

6 2

火災予防対策の推進

現状値

3.8以下
3.5以下

5.0(H16)

　10以上

2

目標値

Ｈ２２年度
Ｈ２７年度
Ｈ２２年度

第６章

第２節

施策２

出火率（件）

消防・救急体制の整備

人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち

安全で安心な暮らしの確保

消防・救急体制の整備

Ｈ２７年度
出火率（件）

救急救命士（人）

救急業務体制の整備
初動消防力の強化

　15以上

　35(H16)

救命率（％） 6.7(H16)

救命率（％）

平成１９年度～平成２４年度

消防局庁舎建設

　消防施設の充実強化を図るため、教育訓練センター、防災本部機能等を兼ね備えた
庁舎の整備を図ります。

川越地区消防組合一般会計

署所の数（署） 　　8(H16)

（年度又は年度末の値）

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

事業№

事業名

３年次（平成２２年度）

事業期間

庁舎建設等施設の充実

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容
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○高階分署改修工事 　 ○川越西消防署外壁改修工事
　 　

○消防車両の更新及び新規導入 ○消防車両の更新及び新規導入 ○消防車両の更新及び新規導入

（参考）
評価対象
事務事業

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要

事業区分 継続事業№ 162 事業課 消防局総務課

科目

　火災、その他の災害及び救急業務等の初動消防力の強化を図るため、計画的に消
防車両の更新及び新規導入を行います。

事業№ 163 事業課 消防局警防課

事業名 消防車両整備

予算
事業名 消防車両整備

事業名 消防庁舎改修

科目

　消防施設の充実強化及び作業環境の改善を図るため、老朽化した庁舎の改修を行
います。また、高階分署については、公民館及び出張所の移転に伴い既存の庁舎全体
を消防施設として使用するため、改修を行います。

（参考）
評価対象
事務事業

 
年
度
別
事
業
内
容

事業名 消防庁舎改修

事業期間 平成１４年度～平成２２年度

事業目標・概要

予算
川越地区消防組合一般会計

川越地区消防組合一般会計

事業区分 継続

・水槽付消防ポンプ車（川越西消防署１
台）
・救助工作車（川島消防署１台）
・連絡車（軽貨物）（１台）
・広報車（２台）
・連絡車（消防局１台）
・警防車（川島消防署１台、名細分署１
台）

・梯子車分解整備（川越中央消防署１
台）
・高規格救急車（川越北消防署１台、川
島消防署1台）
・水槽付消防ポンプ車（大東分署１台）
・調査車（消防局1台）
・連絡車（軽貨物）（１台）
・広報車（１台）
・連絡車（消防局１台）

・水槽車（大東分署１台）
・高規格救急車（川越西消防署１台、名
細分署１台）
・広報車（川島消防署１台）
・連絡車（消防局１台）
・輸送車（人員搬送）（川越北消防署１
台）
・救急指導車（消防局１台）
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○消防ポンプ車１台更新（高階） ○消防ポンプ車１台更新（芳野）

○消防資器材の更新及び新規 ○消防資器材の更新及び新規 ○消防資器材の更新及び新規
導入 導入 導入
・舟艇 ・舟艇 ・舟艇
・心電図受信装置 ・高度救命資器材 ・高度救命資器材
・空気ボンベ ・空気ボンベ ・空気ボンベ
・消防用ホース ・消防用ホース ・消防用ホース
・潜水器具 ・潜水器具 ・潜水器具

予算
事業名

科目

消防資器材整備

（参考）
評価対象
事務事業

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　火災、その他の災害等の初動消防力の強化を図るため、計画的に消防団の消防車
両の更新及び新規導入を行います。

事業区分 継続

事業名 川越市消防団消防車両整備

事業№ 164 事業課 消防局警防課

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　火災、その他の災害等の消防力の強化を図るため、計画的に消防資器材の更新及
び新規導入を行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

継続事業№

事業名

165 事業課

予算
事業名 川越市消防団消防車両整備

科目

消防局警防課 事業区分

川越地区消防組合一般会計

川越地区消防組合一般会計

消防資器材整備
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○防火水槽の新設 ○防火水槽の新設 ○防火水槽の新設
４０㎥　１槽 ４０㎥　１槽 ４０㎥　１槽

○救急講習会の実施 ○救急講習会の実施 ○救急講習会の実施
○応急手当普及員の育成 ○応急手当普及員の育成 ○応急手当普及員の育成
○救急救命士の養成 ○救急救命士の養成 ○救急救命士の養成
○救急救命士の研修の充実 ○救急救命士の研修の充実 ○救急救命士の研修の充実
○救急訓練資器材の整備 ○救急訓練資器材の整備 ○救急訓練資器材の整備
○各医療機関との連携の強化 ○各医療機関との連携の強化 ○各医療機関との連携の強化
・充実 ・充実 ・充実

○患者等搬送乗務員の育成 ○患者等搬送乗務員の育成 ○患者等搬送乗務員の育成

川越地区消防組合一般会計

事業区分 継続

救急高度化の推進

事業名 川越市消防水利の増設

事業№ 166 事業課 消防局警防課 事業区分 継続

予算
事業名 川越市消防水利の増設

科目 川越地区消防組合一般会計

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要 　消防体制の強化を図るため、消防水利の増設を行います。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業№ 167 事業課 消防局救急課

（参考）
評価対象
事務事業

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業名 救急高度化の推進

予算
事業名

科目

事業目標・概要
　救命率の向上を図るため、救急隊員の教育訓練の充実及び救急訓練資器材等を整
備し、救急救命水準の高度化を推進します。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業
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○携帯無線機の更新 ○携帯無線機の更新 ○携帯無線機の更新
○可搬型無線機の整備 ○署活系携帯無線機の更新 ○署活系携帯無線機の更新

○可搬型無線機の整備

事業目標・概要

事業区分 継続事業№ 168 事業課 消防局指揮統制課

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業名 消防通信整備

予算
事業名 消防通信整備

科目 川越地区消防組合一般会計

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

　災害情報を迅速かつ正確に把握し、的確な災害対応を図るため、老朽化した消防緊
急通信指令施設の更新を行います。

（参考）
評価対象
事務事業
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○行政における防犯推進体制の整備 ○行政における防犯推進体制の整備 ○行政における防犯推進体制の整備
・強化 ・充実 ・充実

○地域における防犯推進体制の整備 ○地域における防犯推進体制の整備 ○地域における防犯推進体制の整備
・促進 ・促進の強化 ・充実

○犯罪情報・防犯情報の収集と提供 ○犯罪情報・防犯情報の収集と提供 ○犯罪情報・防犯情報の収集と提供
　（地域安全安心情報ネットワーク事 　（地域安全安心情報ネットワーク事 　（地域安全安心情報ネットワーク事

業の拡大） 業の充実） 業の充実）

○地域における防犯活動の促進 ○地域における防犯活動の促進 ○地域における防犯活動の促進
　（地域自主防犯ステーションの運営 　（地域自主防犯ステーションの充 　（地域自主防犯ステーションの充

支援） 実） 実）

○地域防犯リーダーの養成 ○地域防犯リーダーの養成 ○地域防犯リーダーの養成

安全な地域コミュニティの推進
防犯意識の高揚

事業№ 169 事業課 安全安心生活課 継続

防犯のまちづくり推進

予算

防犯推進体制の整備

平成２０年度～平成２２年度

科目 款 総務費 項 総務管理費

防犯意識の高揚
安全な地域コミュニティの推進

現状値

事業名

事業区分

安全な都市環境の創出

川越市内における犯罪発生件数（件）

規範意識の高揚と防犯教育の推進

9,521(H16)

（暦年の値）

目

事業名

自治振興費

（参考）
評価対象
事務事業

防犯のまちづくり推進

　市民生活に身近な犯罪の防止を図るため、行政、警察、事業所、市民、地域等が協
働して、犯罪を起こさせない地域環境づくりを行う「防犯のまちづくり」を推進します。

事業期間

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

 
年
度
別
事
業
内
容

規範意識の高揚と防犯教育の推進

施策３

5

防犯推進体制の整備1
2
3
4

人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち

安全で安心な暮らしの確保

防犯対策の推進

2 3

第６章

第２節

防犯対策の推進6
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○防犯灯の設置（新設） ○防犯灯の設置（新設） ○防犯灯の設置（新設）
○防犯灯の修繕 ○防犯灯の修繕 ○防犯灯の修繕
○防犯灯に係る電気料補助 ○防犯灯に係る電気料補助 ○防犯灯に係る電気料補助
○防犯灯設置状況の調査結果 ○防犯灯設置状況の調査結果 ○防犯灯設置状況の調査結果
に基づく防犯灯管理システ に基づく防犯灯管理システ に基づく防犯灯管理システ
ム導入の調査・研究 ム導入の調査・研究 ム導入の導入検討

○モデル地区防犯灯の試験的 ○防犯機器等整備の調査・研 ○防犯機器等整備の調査・研
整備 究 究

○モデル地区防犯灯の試験的 ○モデル地区防犯灯の整備
整備

防犯灯整備

事業区分 継続事業№ 170 事業課 安全安心生活課

事業名 防犯灯整備

予算
事業名 防犯灯整備

科目 款 総務費 項 総務管理費 自治振興費目

事業期間 平成２０年度～平成２２年度

事業目標・概要
　市民生活に身近な犯罪の防止を図るため、各自治会からの要望等に基づき、防犯
灯などの新設及び既設の整備を行い、夜間の犯罪の予防に努めます。

 
年
度
別
事
業
内
容

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

（参考）
評価対象
事務事業
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○放置自転車の撤去の実施 ○放置自転車の撤去の実施 ○放置自転車の撤去の実施
○放置防止の啓発活動の実施 ○放置防止の啓発活動の実施 ○放置防止の啓発活動の実施

目 交通安全対策費

（参考）
評価対象
事務事業

　各駅周辺の自転車の放置を防止するため、自転車利用者への放置防止及び利用マ
ナーアップ等の啓発を行うとともに放置自転車の撤去を推進します。

事業期間

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度） ３年次（平成２２年度）

事業目標・概要

事業区分 継続

放置自転車防止対策推進

予算
事業名

科目 款 総務費 項 総務管理費

4

171 事業課 安全安心生活課事業№

6 2 4

目標値

第６章

第２節

施策４

放置自転車台数（台）

交通安全対策の推進

人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち

安全で安心な暮らしの確保

交通安全対策の推進

Ｈ２２年度

放置自転車台数（台）
交通事故発生件数（件）

交通安全施設の整備
交通安全意識の啓発・高揚

現状値

交通安全施策の推進1
2
3

（年度又は年度末の値）
（交通事故発生件数は暦年の値）

 
年
度
別
事
業
内
容

事業名

平成２０年度～平成２２年度

300
200

　　　461(H16)
10,259(H16)

放置自転車防止対策推進

Ｈ２７年度

放置自転車等防止対策

放置自転車防止対策推進
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○消費生活相談 ○消費生活相談 ○消費生活相談
○弁護士による相談事例研究 ○弁護士による相談事例研究 ○弁護士による相談事例研究
会 会 会

○関係機関との連携 ○関係機関との連携 ○関係機関との連携
○消費者モニター制度の充実 ○消費者モニター制度の充実 ○消費者モニター制度の充実
○消費者カレッジ ○消費者カレッジ ○消費者カレッジ
○出前講座 ○出前講座 ○出前講座
○消費生活地域講演会 ○消費生活地域講演会 ○消費生活地域講演会
○消費者団体の育成、支援 ○消費者団体の育成、支援 ○消費者団体の育成、支援
○生活情報センターの充実 ○生活情報センターの充実 ○生活情報センターの充実

消費者の自立の支援

予算

事業名

事業№ 172

事業名

科目

消費生活対策

継続

消費生活対策

事業課 安全安心生活課 事業区分

消費生活対策費

３年次（平成２２年度）

款 総務費

平成２０年度～平成２２年度

２年次（平成２１年度）

項 目総務管理費

（参考）
評価対象
事務事業

　消費生活の安全及び向上を図るため、消費者教育等を推進します。

事業期間

１年次（平成２０年度）

事業目標・概要

消費生活相談体制の充実

 
年
度
別
事
業
内
容

人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち

安全で安心な暮らしの確保

消費者対策の推進

Ｈ２２年度
消費生活講座開催回数（回）

15
20

消費者対策の推進

消費生活相談体制の充実1

6 2 5

第６章

6(H16)

Ｈ２７年度

第２節

施策５

（年度又は年度末の値）

生活情報センターの整備・充実

現状値 消費生活講座開催回数（回）

消費者の自立の支援

目標値

2
3
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－ －

○施策の指標

○施策の推進

○実施計画事業

○新斎場建設の検討 ○新斎場建設の検討 ○新斎場建設の検討

事業区分事業№ 173

事業目標・概要

保健衛生費 目
予算

事業名

科目 款

2
3

事業課 市民課

6 2 6

第６章

第２節

施策６

市民聖苑やすらぎのさとの運営管理の充実1

2,173(H16)
（年度又は年度末の値）

葬祭事業費

３年次（平成２２年度）

葬祭事業の充実

人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち

安全で安心な暮らしの確保

葬祭事業の充実

継続

斎場整備推進

衛生費 項

（参考）
評価対象
事務事業

斎場整備推進事務

事業期間

　現斎場の老朽化と新たな市民ニーズに対応するため、新斎場建設に向けて検討を
行います。

１年次（平成２０年度） ２年次（平成２１年度）

 
年
度
別
事
業
内
容

平成２０年度～平成２２年度

市民聖苑やすらぎのさと利用件数（件）
火葬件数（件）

現斎場の運営・管理の充実
新斎場の整備

現状値

事業名

2,425(H16)

斎場整備推進
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　　　　　課別事業一覧表

№ 部  名 課  名 事  業  名 章 節 施策 事業区分 事業№ ページ

1 市民参加に関する条例の制定 0 1 1 継続 1 8

2 総合計画事務 0 2 1 継続 3 10

3 庁舎建設検討 0 2 2 継続 6 12

4 川越都市圏まちづくり 0 3 1 継続 10 16

5 仮称大東地区地域ふれあいセンター整備 6 1 1 継続 151 140

6 行政改革の推進 0 2 1 継続 4 11

7 行政評価システムの構築 0 2 1 継続 5 11

8 国際化施策の推進 2 4 1 継続 45 48

9 国際交流センター運営管理 2 4 1 継続 46 49

10 都市交通政策推進 3 2 2 継続 87 80

11 市内循環バス運行 3 2 3 継続 88 81

12 鉄道駅バリアフリー施設整備事業 3 2 3 継続 89 82

13 拠点施設推進室 地域振興ふれあい拠点施設整備 4 1 1 継続 112 102

14 大学設置準備室 市立大学設置準備 2 1 1 継続 22 33

15 総務課 平和施策 6 1 2 継続 153 142

16 防災施設設置管理 6 2 1 継続 159 147

17 防災事務 6 2 1 継続 160 148

18 情報統計課 電子市役所の推進 0 2 4 継続 9 15

19 人権推進課 啓発事業 6 1 2 継続 154 143

20 社会資本活用整備 0 2 2 継続 7 13

21 庁用自動車管理 5 2 1 継続 134 123

22 収税課 市税等収納事務 0 2 3 継続 8 14

23 協働の推進 0 1 1 新規 2 9

24 文化施設整備 2 3 1 継続 41 45

25 コミュニティ施設特別整備 6 1 1 継続 152 141

26 防犯のまちづくり推進 6 2 3 継続 169 154

27 防犯灯整備 6 2 3 継続 170 155

28 放置自転車防止対策推進 6 2 4 継続 171 156

29 消費生活対策 6 2 5 継続 172 157

30 男女共同参画課 男女共同参画推進 6 1 3 継続 155 144

31 青少年育成体制の充実 6 1 4 継続 156 145

32 児童遊園新設・整備 6 1 4 継続 157 146

33 仮称学生・ボランティアバンク制度 6 1 4 継続 158 146

34 市民課 斎場整備推進 6 2 6 継続 173 158

35 民間福祉施設補助（高齢者施設） 1 1 2 継続 16 23

36 民間福祉施設補助（障害者施設） 1 1 3 継続 18 25

37 地域福祉活動助成 1 1 4 継続 19 26

38 高齢者いきがい課 老人憩いの家整備 1 1 2 継続 17 24

39 介護保険課 介護サービス利用者負担軽減 1 1 5 継続 20 27

40 民間保育所補助等 1 1 1 継続 11 20

41 家庭保育室等 1 1 1 継続 12 21

42 保育所建設事業 1 1 1 継続 13 21

43 ひかり児童園整備事業 1 1 1 継続 14 22

44 保健医療部 総合保健センター 健康増進 1 2 1 継続 21 28

45 環境部 環境政策課 環境基本計画推進 5 1
1
(2)

継続 132
120
(122)

防災危機管理課

保育課

福祉推進課

青少年課

市民活動支援課

安全安心生活課

管財課

総務部

財政部

市民部

福祉部

総合政策部

政策企画課

行政管理課

国際交流課

都市交通政策課
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　　　　　課別事業一覧表

№ 部  名 課  名 事  業  名 章 節 施策 事業区分 事業№ ページ

46 環境マネジメントシステム推進 5 1 1 継続 133 121

47 節電推進 5 2 1 継続 135 124

48 新エネルギー推進 5 2 1 継続 136 124

49 緑化推進 5 3 1 継続 145 131

50 緑地保全 5 3 1 継続 146 132

51 大気汚染対策 5 3 2 継続 147 133

52 水質汚濁対策 5 3 2 継続 148 134

53 その他の公害対策 5 3 2 継続 149 134

54 土壌汚染対策 5 3 2 継続 150 135

55 産業廃棄物指導課 指導・監視事務 5 2 3 継続 141 128

56 浄化槽管理指導 3 3 3 継続 102 91

57 ごみ減量等推進 5 2 2 継続 137 125

58 集団回収の促進 5 2 2 継続 138 126

59 ごみ減量等啓発 5 2 2 継続 139 126

60 地域環境美化促進 5 2 3 継続 142 129

61 焼却灰等再資源化事業 5 2 2 継続 140 127

62 西清掃センター等施設整備 5 2 3 継続 143 129

63 新清掃センター建設事務所 新清掃センター建設 5 2 3 継続 144 130

64 川越ブランド商品開発促進 4 1 1 継続 113 103

65 職業能力開発支援 4 1 2 継続 114 104

66 商店街振興対策補助 4 1 4 継続 118 107

67 商工業振興 4 1 5 継続 123 110

68 川越第二産業団地整備事業 4 1 5 新規 124 111

69 仮称鏡山酒造跡地施設建設 4 1 4 継続 119 108

70 鏡山酒造跡地活用推進 4 1 4 継続 120 108

71 旧川越織物市場保存活用 4 1 4 新規 121 109

72 旧鶴川座保存活用 4 1 4 新規 122 109

73 土地改良事業 4 1 3 継続 115 105

74 農業集落排水整備 4 1 3 継続 116 106

75 園芸特産振興（地産地消推進事業） 4 1 3 継続 117 106

76 小江戸川越観光推進協議会 4 2 1 継続 125 112

77 新河岸川観光舟運 4 2 1 継続 126 113

78 観光案内 4 2 1 継続 127 113

79 観光ルネサンス事業補助金 4 2 1 新規 128 114

80 川越市観光振興計画の推進 4 2 1 新規 129 114

81 旧笠間家住宅復元・活用整備 4 2 1 新規 130 115

82 郊外型駐車場整備 4 2 2 継続 131 116

83 むさしの研究の郷整備 3 1 1 継続 50 57

84 仮称川越市まちづくり条例の制定 3 1 1 継続 51 58

85 三駅周辺地区整備計画 3 1 2 継続 56 61

86 広域幹線道路整備推進 3 2 1 継続 67 69

87 地区整備計画推進 3 2 1 継続 68 70

88 伝建地区保存整備 2 3 2 継続 42 46

89 都市景観事務 3 1 4 継続 65 67

90 屋外広告物事務 3 1 4 継続 66 68

環境保全課

資源循環推進課

環境施設課

観光課

商工振興課

中心市街地活性化推進室

環境政策課 

都市景観課

都市計画部

環境部

産業観光部

農政課

都市計画課

160



　　　　　課別事業一覧表

№ 部  名 課  名 事  業  名 章 節 施策 事業区分 事業№ ページ

91 地籍調査 3 1 1 継続 52 58

92 町名地番整理 3 1 1 継続 53 59

93 本川越駅周辺地区整備 3 1 2 継続 57 62

94 中央通り地区整備 3 1 2 継続 58 62

95 霞ケ関駅周辺整備 3 1 3 継続 61 64

96 大塚新田第二土地区画整理 3 1 3 継続 62 65

97 南古谷駅周辺整備 3 1 3 継続 63 65

98 仮称森林公園整備 3 3 4 継続 103 92

99 伊佐沼公園整備 3 3 4 継続 104 93

100 仮称池辺公園整備 3 3 4 継続 105 93

101 街区公園等整備 3 3 5 継続 107 95

102 仮称川越西公園整備 3 3 5 継続 108 96

103 川越城富士見櫓跡整備 3 3 5 継続 109 96

104 各種公園整備 3 3 5 継続 110 97

105 建築指導課 指定道路台帳整備 3 1 1 新規 54 59

106 川越駅西口土地区画整理事務所 川越駅西口周辺地区整備 3 1 2 継続 59 63

107 高階土地区画整理事務所 高階土地区画整理 3 1 3 継続 64 66

108 建設管理課 都市基準点整備及び管理事務 3 1 1 継続 55 60

109 橋りょう新設改良 3 2 1 継続 69 70

110 川越北環状線関連道路整備 3 2 1 継続 70 71

111 広域幹線道路（市道）整備 3 2 1 継続 71 71

112 幹線道路（市道）整備 3 2 1 継続 72 72

113 生活道路（市道）改良 3 2 1 継続 73 72

114 地区整備計画推進（道路改良） 3 2 1 継続 74 73

115 歴史的地区環境整備街路 3 1 2 継続 60 63

116 市内循環線 3 2 1 継続 75 73

117 三田城下橋線 3 2 1 継続 76 74

118 本川越駅前通線 3 2 1 継続 77 74

119 川越駅南大塚線 3 2 1 継続 78 75

120 川越所沢線 3 2 1 継続 79 75

121 舗装整備（市道） 3 2 1 継続 80 76

122 側溝整備（市道） 3 2 1 継続 81 76

123 維持補修（市道） 3 2 1 継続 82 77

124 橋りょう維持補修 3 2 1 継続 83 77

125 歩道整備（市道） 3 2 1 継続 84 78

126 電線類地中化 3 2 1 継続 85 78

127 ゆずりあい道路整備 3 2 1 継続 86 79

128 中小河川排水路整備事業 3 3 1 継続 90 83

129 準用河川整備 3 3 1 継続 91 84

130 流域対策指導 3 3 1 継続 92 84

131 河川環境整備 3 3 4 継続 106 94

132 住宅課 市営住宅等整備 3 3 6 継続 111 98

133 経営管理部 料金課 請求収納管理事務 3 3 2 継続 94 86

134 給水課 漏水防止事業 3 3 2 継続 95 87

135 水道施設課 霞ヶ関第二浄水場整備事業 3 3 2 継続 96 87

都市整備課

道路環境整備課

街路課

道路建設課

公園整備課

河川課

都市計画部

事業推進部

建設部
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　　　　　課別事業一覧表

№ 部  名 課  名 事  業  名 章 節 施策 事業区分 事業№ ページ

136 中福受水場整備事業 3 3 2 継続 97 88

137 仙波浄水場整備事業 3 3 2 継続 98 88

138 今福浄水場整備事業 3 3 2 新規 99 89

139 雨水施設整備事業
（雨水管渠整備事業・雨水調整池整備事業・雨水ポンプ場整備事業）

3 3 1 継続 93 85

140 汚水施設整備事業 3 3 3 継続 100 90

141 合流式下水道改善事業 3 3 3 継続 101 91

142 学童保育室運営管理 1 1 1 継続 15 22

143 小学校耐震化推進 2 2 2 継続 38 43

144 中学校耐震化推進 2 2 2 継続 39 44

145 生涯学習センター建設推進 2 1 1 継続 23 34

146 仮称西公民館建設推進 2 1 1 継続 24 34

147 仮称霞ケ関西公民館建設推進 2 1 1 継続 25 35

148 仮称名細地区統合公民館建設 2 1 1 継続 26 35

149 生涯スポーツの充実 2 5 1 継続 47 50

150 体育施設の整備・充実 2 5 1 継続 48 51

151 全国高校総体の開催 2 5 1 継続 49 51

152 河越館跡整備 2 3 2 継続 43 47

153 川越城中ノ門堀跡整備 2 3 2 継続 44 47

154 公民館施設整備 2 1 1 継続 27 36

155 市民講座の推進 2 1 2 継続 32 39

156 資料不正持出し防止装置設置 2 1 1 継続 28 36

157 図書館分館網の整備 2 1 1 新規 29 37

158 博物館等運営管理 2 1 1 継続 30 37

159 本丸御殿保存整備 2 1 1 継続 31 38

160 学校管理課 少人数学級のための臨時講師配置 2 2 1 継続 33 40

161 教育指導課 スクールボランチ作戦 2 2 1 継続 34 41

162 学校給食課 学校給食センター施設整備 2 2 2 継続 40 44

163 英語指導助手派遣事業 2 2 1 継続 35 41

164 小学校情報教育推進 2 2 1 継続 36 42

165 中学校情報教育推進 2 2 1 継続 37 42

166 消防局庁舎建設 6 2 2 継続 161 149

167 消防庁舎改修 6 2 2 継続 162 150

168 消防車両整備 6 2 2 継続 163 150

169 川越市消防団消防車両整備 6 2 2 継続 164 151

170 消防資器材整備 6 2 2 継続 165 151

171 川越市消防水利の増設 6 2 2 継続 166 152

172 救急課 救急高度化の推進 6 2 2 継続 167 152

173 指揮統制課 消防通信整備 6 2 2 継続 168 153

博物館

教育財務課

生涯学習課

下水計画課

学校教育部

教育総務部

川越地区消防局

総務課

警防課

教育研究所

中央公民館

中央図書館

文化財保護課

市民スポーツ課

水道施設課

事業推進部
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